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当社のダイバーシティ＆インクルーションは進化し続けています。性別や国籍、前職や過

去の経験など、多様なバックグラウンドを持つ人材が集まっています。

これからの世界は、DXやAIによりビジネスモデルや業務プロセスが大きく変わります。国

際的にもますますダイナミックに変化していくでしょう。未来を見据えた時に、多様性の

さらなる推進が非常に重要です。画一的な組織では変化に対応できなくなるからです。

インクルージョンに関しても進化させなければなりません。

会社は制度や規則、文化の変革に取り組みます。これはつまり、働く側にとっては真に実

力が問われる時代になっていくということです。

たとえば女性活躍！ 会社は、ライフステージの変化に対応できる働きやすい環境の整備に

取り組み、社員は真に対等である意識と覚悟を持つことが重要です。

女性活躍が全体として調和（インクルージョン）し、さらに男女の多様性が相乗効果を生

む状況を実現したいと考えます。

時代は大きく変化します。社員の活躍は当然のことで、そこからさらにインクルージョン

しシナジー創出へ！と飛躍させていきたいです。多様なアイデアや思考を取り入れ、D&Iを

実現した会社やビジネスパーソンが、真の勝ち組になると確信しています。

D&Iを形だけではなく、本質から進化させていく時代！

SUGURU
MIYAKE日本M&Aセンターホールディングス 代表取締役社長 三宅卓
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日本M&Aセンター 取締役 CBO 仲川薫

日本M&Aセンター D&Iプロジェクトとは

本冊子「DIVERSITY & INCLUSION BOOK 2024-2025」の目的

トップメッセージ、数字で見る日本M&AセンターのD&I、制度、役員インタビュー、国内外で働く社員のキャリアインタビュー、

Q&Aなどを掲載しています。働き方のロールモデルや制度、選択肢を発信することで、社員が自分の目指す方向性を考え、キャリ

アの将来像やライフプラン設計を具体化するきっかけのひとつになれば幸いです。

日本M&Aセンターは、多様な人材が最大限能力を発揮できる環境を作り、

イノベーションを生み出すため、2022年4月に全社横断組織である「女

性活躍推進プロジェクト」を発足しました。女性リーダーが主導し、全

社員アンケートから改善すべき課題を抽出。当社グループならではの女

性活躍の理想像について議論してきました。

2023年度からは「D&Iプロジェクト」に名称を変更し各種数値目標を定

めるなど、女性活躍支援を中心に、より具体的にD&Iを推進しています。

業界のリーディングカンパニーとして、多様な人材が活躍できる環境構

築を重要課題と位置付けています。
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日本M&Aセンター 取締役 CBO

仲川 薫

日本M&AセンターD&Iプロジェクトとは
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2024年実績 2027年 2030年

女性役員比率 ※1 15.4 ％ 21.4 ％ 31.3 ％

女性管理職（課長以上）比率 ※2 13.1 ％ 21.1 ％ 21.9 ％

女性社員比率 ※2 28.6 ％ 28.9 ％ 30.2 ％

定量目標

協力しあう風土づくりや女性社員の意識醸成に取り組み、女性活躍の土壌を耕します。

各階層に向け個別に施策を実施することで、目標達成を目指します。

社員

課長

部長

役員 活動施策

⚫ 女性営業職活躍支援（採用強化、育成）

⚫ 女性管理職育成支援（キャリアデザイン、育成等）

⚫ マネジメント層研修（意識啓発）

⚫ 次世代役員候補育成

⚫ 人事制度設計（育児・介護との両立支援、働き方の見直し）

⚫ 社内外発信、文化・風土醸成
5
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※1 日本M＆Aセンターホールディングスにおける取締役
※2 日本M＆Aセンターホールディングス連結子会社における正社員・契約社員の期初人数

Activity Goals－日本M&AセンターD&Iプロジェクトの活動目標
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キャリア支援

出産・子育て支援

⚫ 3KM（スリーケーエム）研修・面談…精神的・健康的・経済的に豊かでバランスの取れた状態を目指すことを推進し、研修や面談を実施

※3KMとは「個人」「家庭」「会社」の“3つのK”について、「意欲（Motivation）」を高め、「目標（Mark）」による「管理（Management）」（“3つのM”）していくこと

⚫ 女性コンサルタント活躍支援…女性コンサルタントのネットワーク化や面談実施により情報交換・営業活動の支援を実施

⚫ キャリアデザインプログラム…中長期のキャリアデザインを目的とした支援プログラム

⚫ 役員ラウンドミーティング…部長やコンサルタントなど、テーマに応じた対象者が、役員と少人数でラウンドテーブルミーティングを実施

⚫ 社内公募制度…個人の意思を尊重したキャリア形成支援のため、社内で人材公募を行い、社員が応募することができる仕組み

⚫ フレックス勤務制度…コーポレート・スタッフ系職種を対象とした、10:00～15:00をコアタイムとしたフレックス勤務制度

⚫ Salesforce社内資格制度…Salesforce活用を学び、個人のスキルアップとイノベーション創出を支援する人気社内資格

⚫ 出産お祝い金…社員またはその配偶者が出産した場合、30万円の祝い金を支給＋健康保険組合出産育児一時金として60万円、合計90万円を支給

⚫ ベビーシッター費用補助制度…「ポピンズシッター」のベビーシッター費用の一部を補助

⚫ 短時間勤務延長制度…子育て中の社員は、子が最大小学4年生になるまで短時間勤務を延長可能

⚫ 産後パパ育休の取得推進…産後パパ育休取得を推進すべく、社内外に情報発信を実施

⚫ 0歳児保育料補助…条件を満たす社員からの申請により、保育料にかかる実費（上限7万円/月）を補助

⚫ 子の看護休暇…5日間有給、半休も可

⚫ 育休者向け制度説明・相談会…育休中の社員が集まり、子育て中の先輩社員や人事、上司を交え、情報交換を行う企画

介護
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⚫ 3KMプラン…カフェテリアプラン

⚫ 健康診断オプション費用補助

健康保険組合

⚫ 介護休暇…5日間有給、半休も可

NEW

NEWNEW

NEW

NEW

NEW 2024年度スタート

NEW

Major Activities－D&Iを推進するためのこれまでの取り組み例
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拠点数

1,089 名

社員数（連結ベース）

Data － データで見る日本Ｍ＆Ａセンターグループのダイバーシティ

グループ会社数

13 社

11 社

国内 7 拠点

（東京、大阪、名古屋、福岡、広島、札幌、沖縄）

国内サテライトオフィス 17 拠点

海外 5 拠点

（シンガポール、ベトナム、マレーシア、タイ、インドネシア）

※2024年12月末時点

723 名

366 名

40 名超

コンサルタント

スタッフ職その他

士業有資格者数

（弁護士・公認会計士・税理士・司法書士等）
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※2024年3月末時点

連結子会社

持分法適用
関連会社
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100 ％

育休取得率

27.8 ％ 100 ％

育休復帰率

国連グローバル・コンパクト

国連と企業・団体が手を結び、健全なグローバル

社会を築くための世界最大のサステナビリティ イ

ニシア チブであ る「国連グ ローバル・コンパ ク

ト」に2022年9月に署名しました。

Morningstar 日本株式 ジェンダー・

ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）

米 Morningstar社のジェンダー・ダイバーシティ指数「Morningstar 日本株式

ジェンダー・ダイバーシティ・ティルト指数（除くREIT）」の構成銘柄に選定さ

れています。同指数は、確立されたジェンダー・ダイバーシティ・ポリシーが企業

文化として浸透している企業、及び、ジェンダーに関係なく従業員に対し平等な機

会を約束している企業に重点をおいたものです。

GPIFが株式運用を行う際のESG指数に選定されています。

2：8
新卒入社・中途入社割合年間採用人数

202 名

※連結ベース、1Qまではバトンズ含む

※すべて2023年度

8

※連結ベース、1Qまではバトンズ含む

（男性）

60 ％

新卒
入社

中途
入社

（女性）

（男性）

（女性）

： ⁼

Data－データで見る日本Ｍ＆Ａセンターグループのダイバーシティ
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Special interview
人事トップ3名が語る

日本M&AセンターのD&I推進に必要なこと

Special interview
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人事トップ3名が語る
日本M&AセンターのD&I推進に必要なこと

10

合格点ではあるものの、

まだまだ伸びしろも十分

―日本M&AセンターのD&Iの浸透度について、

ご自身が理想とする状態を「10」とすると、自

己評価は何点でしょうか。

中村さん ： 7点ぐらい付けていいと思います。私は

新卒で入社して 社歴が20年なのですが、10年前と

比較すればずいぶんD&Iは社内に浸透しました。

ダイバーシティの観点で考えると、もともと当社は

中途採用者が多く、出身業界もさまざま。異なる価

値観を持つ人材が集まる会社です。会社としてD&I

に焦点を当てて取り組んでいなかっただけであって、

D&I施策に注力し始めたこの数年間で加速度的に浸

透したと思います。

笹平さん：私は多様な人材が集まり、さらに一人一

人が自由闊達にのびのびと働ける状態を理想として

い て、そ こか ら 考え ると 5.5点 とい っ たと ころ で

しょうか。厳しめの点数ですが、それは（中村）健

太さんが思う以上に、まだまだ伸びしろがあるとい

う期待の意味もあります。

武田さん：ゴール設定や比較対象が難しいですが、

国内のコンサルティング業という位置づけで考える

と7点。十分合格ラインに達していると思います。

Special Interview

日本M&Aセンターが経営戦略の柱のひとつとして推進するダイバーシティ&インクルージョン（D&I）。

日本M&Aセンター 取締役 人事本部長 武田 安央さん、人事本部 人事部長 笹平 亜由子さん、人事本部 人材ファー

スト統括部長 中村 健太さんが、D&I推進における当社の現状や、社員に持ってほしい意識などを語りました。

（写真左から） 日本M&Aセンター 人事本部 人事部長 笹平 亜由子さん、取締役 人事本部長 武田 安央さん、
  人事本部 人材ファースト統括部長 中村 健太さん
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武田さん：当社がD&Iを推進するにあたり、2022年

より全社横断の女性活躍推進プロジェクトを立ち上

げました。具体的な数値目標を設定し、日本M&A

センターホー ルディングスでは2030年までに女性

社員比率30％、女性管理職22％、女性役員30％の

達成を掲げ、社をあげてより本格的に取り組んでい

ます。

現在も、仲川薫さんを中心に、女性活躍を中心テー

マに据えながらも、名称をD&Iプロジェクトに変え

より広い観点からD&Iの推進に取り組んでいます。

女性活躍推進によって広がる

全社員へのメリット

―女性活躍を推進するうえでの当社の課題はど

んなところでしょうか。

笹平さん：なんといっても女性社員の母数が圧倒的

に少ないことですよね。日本M&AセンターのM&A

コンサルタント職でいえば、約600人のうち女性は

44人とたった7％程度。とはいえ2021年は3人ほど

でしたのでこれでも大幅に増えてきてはいます。

まずは母数を増やしたうえで、活躍する素地を整え、

レベルをどんどん引き上げていきたいと思っていま

す。

中村さん：そうですね。ただ、母数は少ないながら

も着実に育成はできていると感じています。

武田 安央 取締役 人事本部長

1966年生まれ、東京都出身。早稲田大学卒。
三菱商事に入社後、財務関連業務に従事。米国三菱商事会社、
伯国三菱商事会社 Managing Director, CFO 兼 中南米統括付、
日本タタ･コンサルタンシー･サービシズ CAO 兼 CCO、三菱
商事テクノス 取締役常務執行役員 コーポレート担当 兼 CCO 
などを歴任。
2022年7月より日本M&Aセンター 上席執行役員 CCO 兼 コ
ンプライアンス統括部長に就任。2024年6月より現職。

武田さん：今後母数が増えればその中での多様性が

生まれ、結婚・妊娠・出産などでライフステージが

変化しながら活躍する実例も出てくるでしょうね。

そこで出てきた課題に対しては、人事としてしっか

り応えていきたいと思っています。

―男性の活躍支援についてはどうお考えですか。

武田さん：誤解してほしくないのは、女性活躍を支

援するというのは決して女性に下駄をはかせるとい

う意味ではありません。

指標のひとつとしてまずは女性活躍を掲げています

が、マイノリティに配慮することや、ライフステー

ジの変化があっても活躍し続けるための環境を会社

として整えていくことは、女性だけがメリットを享

受するわけではなく、男性にとってもプラスの面が

大きいものと考えます。

例えば、入社3年未満のトップ層が集う

「令和塾」には男女合わせて40名が参加

していますが、そのうち8名が女性です。

相対的に見ても、女性M&Aコンサルタン

トが実績をあげていて、社内で存在感を

発揮し始めていると言っていいでしょう。

このファクトは、採用活動に寄与する部

分も大きく、女性求職者が抱きがちな

「女性でもＭ&Ａコンサルタントとして活

躍できるのか」という不安を低減させる

ことにもつながります。

令和塾では女性M&Aコンサルタントの入塾率が高まっている
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マイノリティであることを

発しなくていい状態を

作りたい

―そもそもなぜ当社にD&Iが必要なのでしょう

か。

笹平さん：私としてはD&I推進を通じて、マイノリ

ティの立場にいる人がマイノリティであることを発し

なくてすむ状態を作りたいと思っているんです。たと

えば「朝保育園に送ってから会社に行きます」という

ひとことをわざわざ言わなくてもよかったり、パパ育

休に対しても心理的なハードルなく取れたりする状態

にしたい。肩身の狭い思いをする人を減らし、すべて

の人がもう少しのびのび働ける環境を整えていくため

にも、D&Iの推進は欠かせないものと考えています。

中村さん：あとは世の中の変化に対応できる会社に

なるためですよね。M&A業界はこの数年で大きな

ターニングポイントを迎えていますし、日本経済も

ものすごいスピードで変化し続けています。そんな

中で、一様な組織だと大きな変化を受け止めきれな

いですからね。

笹平さん：そうですね。当社に入社した際に、「同質

性」が非常に高い組織だと感じました。それは目標に

向かって同じ方向を向いて進んでいったり、一体感を

醸成したりするうえでは大きなメリットがある一方で、

異分子や異なる価値観、変革への許容度が低いともい

えるのではないかと思います。

武田さん：例えるなら、トップが「チューリップを植

えるぞ！」と言えば一面チューリップ畑になるような

感じですよね（笑）それもいいけれど、いろんな花が

咲いている花壇もきれいで、それもいいと感じられる

のは大事なこと。

先に健太さんもおっしゃっていましたが、多様なバッ

クグラウンドを持った人材が集まる会社ではあるので、

多様性は内包しているはずなのですが、そのあたりが

もう少し表に出てくるとよいですね。

笹平さん：中途採用で多くの方にご入社いただいてい

るので、他社での経験や知見を当社に持ち込んでいた

だき、それをさらに発信していただくことが同質性か

らの脱却のカギになるのではないかと感じています。

―ほかにD&Iを推進するうえでの「障壁」と感

じるところはありますか。

中村さん：当社は、世の中にないビジネスモデルを

作り上げてここまで大きくしてきた自負、成功体験

がありますから、根底にある考え方、価値観を大き

く変化させていくことには少々苦手意識があるかも

しれないですね。

武田さん：日々の戦術はすごく柔軟ですし、チャレ

ンジに対する許容度はすごく高いですよね。

笹平 亜由子 人事本部 人事部長

1973年生まれ、東京都出身。中央大学卒。
外資系ITコンサル会社等で人事領域全般を経験し、前職では
マーケティングリサーチ会社において人事本部長として人事業
務全般を統括。
現在は企業評価総合研究所の取締役を兼務し、社員の働きが
い・働きやすさを追求しながら、当社の発展、業界の発展、そ
して社会の発展に寄与していくことに注力する。

中村さん：はい。私も根底に流れるものを決してネ

ガティブに伝えたかったわけではなくて、根底から

考え直すことをせずとも、日々さまざまなチャレン

ジをしていく中で自然発生的に多様な組織となり、

新しい価値観が生まれ強くなることが十分できる会

社だと思うんです。

もう少し現場でアクセル踏み過ぎなぐらい踏んでい

ただいていいのではないかと思います。

12
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違いはたし算ではなく

かけ算になる

―社員にはD&I推進にあたりどんな意識を持っ

ていてほしいでしょうか。

武田さん：私自身が海外経験から得た心がけでもあ

るのですが、人と自分は違うということをまずは理

解すること。そして、その違いを受け入れ、相互に

リスペクトし合う状態まで持っていくことが大切だ

と思いますね。

当社においてはお客様に「最高のＭ&Ａ」を届けたい

という同じ目的に向かっていても、たとえばM&Aコ

ンサルタントとバックオフィスでは違う考え方や視点、

大切にしたいことがあるわけです。

それをしっかり理解して互いにリスペクトを持つこと

が会社の基本であり、D&Iの土台になると思います。

中村 健太
人事本部 人材ファースト統括部長

1981年生まれ、三重県出身。大阪大学卒。
2005年4月に新卒1期生として日本M&Aセンターに入社。
M&Aコンサルタントとして15年間で80件以上のM&Aに関与
し、2020年4月に人材戦略部を立ち上げる。人材ファースト
統括部長および営業開発部長として、社員の成長と会社の発
展に注力する。

中村さん：さらに一歩進んで、その違いを強みにし

てほしいと思っています。役割やバックグラウンド、

年齢、性差、価値観の異なる社員がチームになるこ

とは、単純なたし算ではなくかけ算で考えていい。

一人一人が

プロフェッショナルとして

自律し活躍する会社へ

―最後に、それぞれのお立場から今後力をいれて

いきたいことや社員へのメッセージをお願いしま

す。

笹平さん：会社のカルチャーは一人一人が作り上げ

ていくものです。ボトムアップでどんどん意見を寄

せていただきたいですし、人事部としては皆さんを

巻き込みながら次の施策を進めていきたいと思って

います。

中村さん：採用活動においては一定のポリシーは持

ちながら、できる限り出身業界、年齢などの幅を広

げたいと思っています。

入社後においても、もっと一人一人にフォーカスす

ればよりフィット感があるポジションを提供できる

と思いますので、育成から定着、さらに活躍までの

仕組みづくりを強化していきたいと思います。

武田さん：私に課せられた大きなミッションは「プ

ロを育てる」ことです。

健太さんがおっしゃったとおり、採用から活躍まで

いいサイクルができると、現場に尊敬できる先輩た

ちがいて、その人たちが後輩を育てる。後輩は先輩

を目指していい関係性が生まれていくと思います。

多様な人材が集まり、さらに一人一人がプロフェッ

ショナルとして自律し活躍することが、結果として

D&Iの推進にもつながっていきますので、引き続き

人事の立場から尽力していきたいと思います。

13
※2025年2月インタビュー

Special Interview

Special Interview
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Event Reports
2024年度に実施した取り組みを紹介

• ダイバーシティ＆インクルージョンイベント

• 第二創業チャレンジ

• 社長×女性M&Aコンサルタント Teach-in（質問会）

• 女性M&Aコンサルタント志望者向けイベント

• 女性M&Aコンサルタント・営業支援スタッフ交流「Common会」

• 異業種リーダーシップ研修

• 海外拠点間交流サミット

• 企業評価総合研究所 ヘルスケアイベント

• 育休者向け制度説明・相談会

• ファミリーDAY

• 社内部活動 MA6（エムエーシックス）

• 日経ウーマンエンパワーメントプロジェクト

• 取材協力・自社メディア活用
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ダイバーシティ＆インクルージョンイベント全社員

日本M&Aセンターグループ恒例の「D&Iイベント」。2023年より毎年開催しており、3回目となる今回は

「キョテンクルージョン」をテーマに掲げ、拠点間のインクルージョン促進に向けて初めて西日本支社をメイ

ン会場として開催しました。西日本支社のリアル会場には約20名、オンラインでは約80名が参加し、社員によ

るトークセッションやゲスト講演を通じてD&Iについて考える時間となりました。

トークセッション

「 生産性を高める働き方－育児をしながら結果も出す方法」トークセッション「あらためておさらいしよう D&Iとは」

トークセッション「日本M&Aセンターで女性営業部長を誕生させるには」

「不確実性の時代におけるダイバーシティの重要性

先の見えない時代をどう生きるか―透明性を高める天日干し経営― 」

（左から）
西日本支社 谷川 佑介さん、
日本M&Aセンターホール
ディングス 社外取締役 
竹内 美奈子さん、
日本M&Aセンター 取締役 
CBO 仲川 薫さん

（左から）
日本M&Aセンター 人事部長
笹平 亜由子さん
日本M&Aセンターホールディングス
代表取締役社長 三宅 卓さん
東日本会計事務所2部 部長 河野 俊さん
東日本事業法人3部 部長 井東 純平さん
地銀チャネル部長 壷井 直貴さん

※西日本支社から同時中継
人材ファースト統括部長 中村 健太さん聞き手

日本M&Aセンター 代表取締役社長
竹内直樹さん

中部会計事務所部 古市 光さん
MUFG情報開発部 新井 和輝さん

ファシリテーター
取締役 人事本部長 武田 安央さん

Event Reports

西日本支社会場

特別ゲスト
公益財団法人日本バドミントン協会会長
公益社団法人日本プロサッカーリーグ名誉会員
（第5代チェアマン）

村井 満 様

ゲスト講演
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第二創業チャレンジ全社員

全社員が創業者として、自身の想いやアイデアを経営陣に発表し新規事業を創出するプロジェクト「第二創業チャレンジ」。

2024年8月1日に第1回目となるファイナルプレゼンテーションが開催され、事務局とのブラッシュアップ期間を経た9名が、自らが考えたビジネスアイ

デアを役員陣にプレゼンテーションしました。オンラインで同時中継し、累計200名超の社員が視聴しました。

Event Reports

特務法人部 岡村 奈々さん
「1人１法人設立時代へ 事業家育成塾」

ファンド2部 高橋 正年さん
「業種・戦略特化ファンド組成」

プレゼンターの声

東日本事業法人２部 岡部 明さん
「譲受け企業支援サービス」

プレゼンター・審査を務めた役員

新卒３年目でも自分のアイディアを、役員陣に直接
プレゼンする機会があることに驚きました。今後も
チャレンジする姿勢を忘れず、邁進したいです！

経営層に対し事業構想をプレゼンし、直接フィード
バックいただけたことは大変有意義な時間でした。
事業立上げできるよう邁進します！

自分の考えを直接経営陣にプレゼンし、フィード
バックいただくことによって、自分のビジョンが正
しいのか、ズレているのか測ることができました。
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Event Reports

女性営業職 社長×女性M&Aコンサルタント Teach-in（質問会）

参加者の声

普段出張していて女 性メンバーと
顔を合わせることが できないので
この機会は本当にありがたいです。
三宅社長とお話して いると本当に
パワーをいただけます。

三宅社長の「悩んでいる暇があれば
考えろ」「何を言ったかではなく、
伝わったか伝わらなかったかが一番
大事」という言葉が自分自身に大変
響きました。
普段は関わることがない女性コンサ
ルタントの方たちと交流を持て、情
報交換ができてよかったです。

質問にNGなしで役員が何でも答えるイベント「Teach-in」を女性M&Aコンサルタントを対象に開催しました。2024年7月、10月には日本M&Aセン

ターホールディングス 三宅卓 代表取締役社長、2024年7月、2025年3月には日本M&Aセンター 竹内直樹 代表取締役社長が参加。参加者から積極的に質

問が寄せられるとともに、両社長から女性M&Aコンサルタントへ大きな期待を伝えました。

率直で客観的なアドバイスで助か
りました。今後の自分自身をもっ
と研究していきたいと思います。
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Event Reports

女性M&Aコンサルタント志望者向けイベント女性営業職

2024年10、11月に東京と大阪の2会場で、2026年新卒の女性M&Aコンサルタント志望者限定採用イベントを開催しました。

選考前や選考中の学生など約40名が参加し、日本M&Aセンターへの理解を深めてもらうとともに、当社で活躍する女性M&Aコンサルタントとの座談会

では、リアルな営業現場の様子をお伝えしました。

女性M&Aコンサルタント・営業支援スタッフ交流「Common会」

2025年1月、日本M&Aセンターグループの女性M&Aコンサルタントおよ

び営業支援を担う女性スタッフの交流会「Common会」が東京都内で開

催されました。

3回目となる今回は、日本M&Aセンター（東京本社・西日本支社）、グ

ループ会社のバトンズ、日本PMIコンサルティング、日本投資ファンドか

ら総勢32名が参加。自身のこれまでのキャリアや現在の取り組みなどを共

有し合い、交流を深めました。

女性営業職

スタッフ職

参加者の声

女性と男性、どちらも育休を取りやすい環境で、性別で
区別するのではなく一人一人を一社員として大切にして
いることが伝わりました。

実際に社員の方と身近にお話しできたおかげで、解像度
が上がり、将来就職したらどのように貢献したいかなど
のビジョンが見えました。
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異業種リーダーシップ研修女性リーダー候補

日本M&Aセンターグループは、複数の企業が合同で開催する「異業種ビジネスリーダーシップ塾」 （通称 WST：Woman’s Summit Tokyo）に参画し

ています。2024年度は13社から約70名の将来のリーダーとして期待される女性社員が参加。当社からは8名が参加し、約5ヵ月にわたるワークショップ

や社外の方へのインタビュー活動等を通じて「自分らしいリーダーシップのあり方」や今後のキャリアを見つめなおしました。社内報告会では、社外の

人とグループを組んで取り組むからこそ得られる学びや研修で得た気づきを今後自分の業務にどのようにつなげるかを発表しました。

Event Reports
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海外拠点間交流サミット海外

2024年6月、日本M&Aセンターグループの海外5ヵ国の現地法人、駐在員事務所の拠点長と、韓国・ソウルのM&Aブティック「Korea M&A Exchange

（KMX）」を代表して海外事業部の斎藤 弘樹さんがシンガポールオフィスに集まり、2024年度の方針やオペレーションの特性などについて報告し合う、

海外拠点交流サミットを初開催しました。またリモートで各専門部署から、コンプライアンスやガバナンス、ITインフラ整備、採用・教育に関しての話

もあり、海外現地法人の強固な地盤作りのための研修を行いました。

Event Reports

（上段左から）斎藤 弘樹さん、木川 貴之亮さん、山本 健さん、今井 進一さん
（下段左から）渡邊 大晃さん、尾島 悠介さん、西井 正博さん、河田 航佑さん

参加者の声

マレーシア現地法人 尾島 悠介さん

今回初開催でしたが、サミットを通じて各国のマー

ケットやオペレーションについて深く理解でき、非

常に有意義な一日になりました！

これまでは拠点長が主導でそれぞれの国の立上げに

奔走してきましたが、今後は各国間のコミュニケー

ションを強化し、施策の横展開を増やしていければ

と思っています！
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企業評価総合研究所 ヘルスケアイベントグループ企業

「世界一の働きやすさ」を目指す企業評価総合研究所は2024年4月、ヘルスケアをテーマにした社内研修を実施しました。

外部講師として雑誌『ELLE』の脳疲労特集の監修もご経験されている円山 カヲリ様をお迎えし、ヘッドマッサージとアロマスプレー作りのワークを行

い、心身共にリフレッシュし仕事効率をアップできるようなセルフマッサージの方法も学びました。

ヘッドマッサージを体験する社員

Event Reports
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2024年11月に、日本M&Aセンター東京本社にて育休者向け制度説明・相談会を開催し、産休・育休中のママ社員6名と赤ちゃんが参加しました。

産休・育休中の社員が安心して復職できることを目的に2023年度から開催しており、今回が2回目。ランチをしながら近況報告をしたり、人事部から復

職に際して利用できる制度の説明を受けたりしました。上司も飛び入り参加し、赤ちゃんをあやす姿も見られました。

育休者向け制度説明・相談会育休中女性社員

参加者の声

先輩社員の体験談や人事制度について
直接お話をお伺いすることができ、ま
た育休中の方々と交流の機会を持つこ
とができ全体を通して非常に有意義で
した。
特に体験談は復帰後に気になることや
まだ気がついていないことに対するア
ドバイスを伺えて、大変ありがたかっ
たです。

Event Reports

普段月齢が近いお子様たちと関わる機
会がほとんどないので貴重な体験がで
きました！久々にみなさまとお会いす
ることができ息抜きにもなりました。

短時間勤務やフレックスタイム制、子
の看護休暇についての説明を受け、当
社の制度が非常に充実していることを
改めて実感しました。
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2024年8月、日本M&Aセンターグループの「ファミリーDAY」を西日本支社で開催し、社員の家族を招待しました。

参加者はオフィスツアーやM&A成約式や名刺交換を体験。今回は日本M&Aセンターグループ公式キャラクターのMA★PY（まーぴー）がイベントに初

登場し、子どもたちも大喜び！家族に日頃の感謝の気持ちを伝え、会社や仕事についても理解を深めてもらう良い機会となりました。

参加いただいたご家族の声

社員皆さまのパワーを感じましたし、アットホームな
雰囲気の職場で夫が仕事をしていることを実感して嬉
しく思いました。M&Aについての事業説明も大変分か
りやすく、仕事内容がイメージできました。

最初から最後まで濃厚な内容で手厚くフォローしてい
ただき、この日のために社員の方が熱を入れて企画、
運営されてきたのだとわかりました。
名刺交換や成約式体験など、家族が楽しめる＋会社の
仕事が分かる企画で、楽しさと学びのあるファミリー
DAYでした。

ファミリーDAY社員とその家族

Event Reports

オリジナル名刺を作成して名刺交換体験

MA★PYによるグリーティング

ずっと、「お仕事に行きたい！」と言っていた子ども
たちの希望を叶えていただきました。 貴重な経験をあ
りがとうございました。

普段とは違う親の姿を子どもに見せることができてよ
かったです。子どもたちも喜んでくれていて、それが
いちばん嬉しかったです。

大人気！お祭りコーナー

本格的なM&A成約式を体験
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全社員

MA6（エムエーシックス）は「みんなでアフター6」の略で、部署を超えたコミュニケーションのため、会社の補助を受けて行うイベントです。

社員ならだれでも参加でき、自分で部活を立ち上げることも可能なので、次々と新しい部活が立ち上がっています。アウトドアからインドアまで幅広い

部活があり、若手社員から役員まで分け隔てなく参加しています。1,000名を超える社員の貴重なコミュニケーションの機会となっています。

Event Reports

社内部活動 MA6（エムエーシックス）

活動中の部活（一部）

・テニス部  ・釣り部
・犬部   ・フットサル部
・バスケ部  ・サウナ部
・軽音部  ・脱出ゲーム部
・野球部  ・ヨガ部
・アメフト部  ・筋トレ部  など



Copyright©2025 Nihon M&A Center Inc. All rights reserved.

社長トップ自ら男性育休を経験、D&Iを成長の源泉に

https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/ER/nihon_ma/001/
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日経ウーマンエンパワーメントプロジェクト対外発信

2024年度、日経BP・日本経済新聞社による「ジェンダー平等経営で、多様性を組織の力に。企業の成長エンジンに。」をビジョンに掲げる「日経ウー

マンエンパワーメントプロジェクト」に参加し、情報発信や研修参加、他社との交流・意見交換を行っています。

活動例② 2024年8月「社長会」

2024年8月、ダイバーシティ経営に積極的な先進企業の社長15名が集ま

り開催された「社長会」に日本M&Aセンター 竹内 直樹 代表取締役社長

が参加しました。竹内社長は、家事代行支援、ベビーシッター補助と

いった女性活躍のための

Event Reports

「なんちゃってダイバーシティ推進企業」の見分け方 入山×三宅（上）
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/081400130/

「会議で発言しない」が管理職の大事な仕事になる理由 入山×三宅（下）
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/081400131/

環境を整える制度に触

れながら、女性M&Aコ

ンサルタントを増やす

ための取り組みについ

て紹介しました。

「女性の力引き出す」企業の成長に不可欠な理由 社長たちの信念

https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/120300135/

活動例① 2024年5月「ジェンダーギャップ会議」

2024年5月、日本M&Aセンターホールディングス 三宅 卓 代表取締役社長

が「ジェンダーギャップ会議」に登壇しました。

メディアに掲載されました

「経営学者・入山章栄さ

んが迫る！先進企業トッ

プと考 えるダイバー シ

ティ経営の未来」と題し

て、早稲田大学大学院経

営管理研究科（ビジネス

スクール）教授の入山章

栄さんと対談しました。

https://special.nikkeibp.co.jp/atclh/ER/nihon_ma/001/
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/081400130/
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/081400131/
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/050800007/120300135/
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取材協力・自社メディア活用対外発信

日本M&Aセンターでは、各種メディア取材への協力を積極的に行っています。

また、自社で運営するWebメディア「MA COLORS」（エムエーカラーズ）にて、活躍中の社員のインタビューや取り組みを発信しています。

Event Reports

日経xwoman（クロスウーマン）
経営者に伴走し未来につなぐ M&Aコンサルタントの醍醐味
https://woman.nikkei.com/atcl/cons/051300011/122000227/

メディアに掲載されました

MA COLORS（エムエーカラーズ）
https://colors.nihon-ma.co.jp/

https://woman.nikkei.com/atcl/cons/051300011/122000227/
https://colors.nihon-ma.co.jp/
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D&I Interview 
インタビュー

【日本M&Aセンター】

代表取締役社長 竹内 直樹さん

成長戦略1部  末崎 智弘さん

成長戦略1部  吉田 萌さん

東日本事業法人3部 村田 祥隆さん

東日本事業法人3部 太田 麗子さん

コンサルタント戦略営業部 古市 光さん

成長戦略2部  前田 七森香さん

金融法人部  飯海 優さん

金融法人部  栗嶋 久美子さん

ISR部  小澤 麻衣さん

ドキュメント管理部 須山 博彰さん

【海外現地法人】

ベトナム現地法人 Nguyen Nhungさん

ベトナム現地法人 Dao Huyさん

マレーシア現地法人 Vanessa Choyさん
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【トップインタビュー】
自ら育児休暇を取得した竹内 直樹社長に聞く、
育休取得を通して語る社員への想い
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連続して育児をすることで見えて
くるもの

―育休取得に至った経緯を教えてください。

2024年2月下旬、日本経済新聞で「男性育休に

目標設定義務」という内容の記事を見たことが

きっかけです。子どもと過ごす時間をしっかり

と作りたいと考えていたのもあります。平日は

遅くなることが多く、帰宅するのは基本的に子

どもが寝たあと。休日もゴルフや会食があり、

なかなか家族との時間を確保できていなかった

ので、育休は貴重な機会でした。取得にあたっ

ては、役員も社員も大賛成してくれました。日

本M&Aセンターホールディングスの三宅社長か

らは、「きちんと育児をするように」と念を押

されました。妻は「本気？」と驚いていました

が、取得したい理由を話すと理解し喜んでくれ

ました。

―育休期間はどのように過ごされましたか。

想像以上に大変でした。朝起きてオムツを替え

る、あまり食べてくれない離乳食を食べさせる、

遊ぶ、絵本を読む、散歩に行く、お風呂に入れ

る、ミルクをあげて抱っこで寝かしつけそっと

ベッドに置く、この繰り返しです。毎日続けて

身体がボロボロになりました…。個人的には、

寝かしつけが一番大変でしたね。抱っこで寝か

しつけてもベッドに置くと泣いてしまいもはや

戦いですが、寝てくれたときの喜びはひとしお

です。

―お子さんとの時間はいかがでしたか。

まず思ったのは、育児は常に先読みをする必要

があるということです。子どもが何を考えてい

るのか、子どもが伝えようとしているメッセー

ジは何なのかを考えるようになりました。毎日

一緒に過ごしていると、「今はきっと眠たいん

だな」というように、なんとなく予測できるよ

うになります。これは週末子どものお世話をす

るだけでは難しくて、連続して育児をしないと

わかりません。ビジネスにも共通する部分があ

り、続けることで見えてくるものがあります。

育休期間は楽しく過ごすことができましたが、

それでも数日経つと、昼も夜も区切りがなく続

くルーティンに、終わりが見えないとも感じま

した。子育ての大変さを身をもって実感し、楽

しんで子育てをしてくれている妻への感謝の気

持ちが大きくなりました。苦労を知ったうえで

会話でき、家族とのコミュニケーションがより

深まったと思います。社員の皆さんにも、視野

を広げ、家族との関係を深め るために、2週間

以上の育休取得をぜひ勧めたいです。

―育休後の現在はどのように育児を両立されてい

ますか。

休日のお風呂や寝かしつけは私もしますが、平

日は正直子育てに関われていないのが現状です。

ただ、ベビーシッターや家事代行も利用してい

ます。会社で補助制度もあるので使いやすいで

す。

―育休を通しての気づきはありますか。

仕事とは違った頭の回転が必要でした。仕事と

竹内 直樹 代表取締役社長

2007年4月日本M&Aセンター入社。2024年4月日本M&Aセン

ター代表取締役社長就任。中堅中小企業・上場企業に対して

買収提案を行う事業法人部の責任者として、10年に亘り、戦

略的なM&Aを提案してきた経験を有する。著書は「どこと組

むかを考える成長戦略型M&A」（プレジデント社）。
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はまた違う忙しさで、すごく忙しいけれど、一

方で休めた感覚もありました。実際会社に戻る

と頭の回転も良くなり生産性が上がりました。

取得 を躊 躇す る人 もい るか もし れませ んが 、

“急がば回れ”で勇気を出して育休を取得したほ

うが、仕事の面でもプライベートの面でも効率

が上がるのではないでしょうか。これは社長だ

から言っているわけではなく、個人として本当

に実感しています。

―日本M&Aセンターの男性育休取得率は31.6%で

すが、政府は2025年までに50％という目標を掲

げています。

部長職で育休を取得してくれている人もおり、

取得者や人事部がいい効果を出してくれた結

果がこの31.6%に繋がっていると思います。

政府が男性育休取得 率50％を目指すことは

素晴らしく、我々も目指します。

全員取得するべきだと思う一方、Ｍ＆Ａの仕

事は、企業の“外科医”とたとえられることも

あって、社長の人生を背負ってビジネスをし

ています。忙しさもよくわかっているので、

将来的にはそのあたりもサポートできる仕組み

を構築していけたらと思います。

人生を時間軸で考える

―現在世の中で多様な働き方が進んで

いますが、ワーク・ライフ・バランス

についての竹内社長のお考えをお聞か

せください。

人によって重視することは異なるの

で、ワークとライフのバランスを

半々に保つことが必ずしも正解では

ないと思います。各家庭や個人の価

値観が尊重されるべきで、組織も周

りの人も、互いに認め合う環境を醸

成することが必要だと考えています。

もう一つ重要なことは、人生を時間

軸で考えることです。頑張らなけれ

ばいけないとき、少し仕事のペース

を落として家族に寄り添うべきとき

トップインタビュー

※2024年7月インタビュー

など、さまざまなステージがあるでしょう。全

社員で守るべき組織の価値観もあります。個人

の価値観を尊重し、相談しあえる環境を作りな

がらも、人生の時間軸や組織の価値観も踏まえ、

今何をすべきなのか各々が考えて行動する組織

が理想です。

日本M&Aセンターのフィロソフィーの中に、

「振り子を振りきる」という言葉があります。

一見して相反すると思われること、いずれにも

全力で取り組むというまさに日本M&Aセンター

らしい言葉です。私も家族との時間も大切にし

つつ、社員の個を尊重して活躍を支援し、会社

をさらに大きく、成長に導いていきたいと思っ

ています。
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【上司×部下トーク】
現場で働くM&Aコンサルタントに聞くリアルな働き方

新入社員と先輩社員が2人1組となる「2in1制度」など、早期に活躍できるよう支援する取り組みを行っていますが、実際はどうなのか成
長戦略チャネル 成長戦略1部 末崎 智弘さん、吉田 萌さん、 法人チャネル 東日本事業法人3部 太田 麗子さん、村田 祥隆さんに聞きました。

30

予想外に楽しそうに
働いている人が多い！

―日々の業務の中ではどのような関わり方をされ

ているのでしょうか。

太田さん（部下）：私は、相談したいことや報

告すべきことがあれば、上司の村田さんが出張

先でもどこにいても電話しています！また、目

先の業務を追いかけていて状況報告ができてい

なかった時には、村田さんから状況を聞いてく

ださるので、一度立ち止まって整理できていま

す。村田さんはグループメンバー全員に対して

行っていて、自身の仕事もやりながらメンバー

が担当する案件もすべて把握してくれているの

で、心強いです。

村田さん（上司）： 2023年度は2in1制度で、

ペアを組んで仕事をしていました。今年はペア

ではなくグループのリーダーとメンバーに立場

が変わりましたが、コミュニケーションの取り

方は変わっていません。

太田さん（部下）：正直入社する前は、チーム

より個で働く印象を持っていたのですが、まっ

たく 孤独 を感 じる こと はな いで すね 。あと 、

もっと疲れた感じで働いているのかと思ったの

ですが、楽しそうに働いている人が多いです！

末崎さん（上司）：私たちの場合は、基本的には

部下の吉田さんから相談を受けてアドバイスする

形です。相談をしてもらいやすい雰囲気づくりも

そうですが、何より信頼関係が大事ですので一日

1回は会話をするようにしていますね。一方で、

顧客開拓など1人で行動することもあるので進捗

などを把握するようにしていますが、一連の動き

は元々できていたので安心して見ています。

吉田さん（部下）：私は猪突猛進なところがある

のですが、上司の末崎さんから常にニュートラル

な状態で指導していただけるので、相談するたび

に軌道修正ができています。毎回目的を正してく

ださるので、そうした環境を作っていただいてあ

りがたいです。

自分の限界は自分で広げていく

―それぞれ上司から見た部下の仕事ぶり、部下から

見た上司について教えてください。

村田さん（上司）：太田さんは1つ1つ着実に積み

重ねて いくタイプ だと感じて います 。例えば、

M&Aの最後のフェーズに株式譲渡契約書の草案作

成があるのですが、何回も声に出して読んでしっか

り内容を確認していました。そうした愚直に取り組

む姿勢が成果にも表れていると思いますね。

太田さん（部下）：村田さんは、とにかくポジ

末崎 智弘 成長戦略1部（写真左）

吉田 萌 成長戦略1部（写真中央左)

太田 麗子 東日本事業法人3部（写真中央右）

村田 祥隆 東日本事業法人3部（写真右）

Copyright©2025 Nihon M&A Center Inc. All rights reserved.

【部下】

【部下】

【上司】

【上司】
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ティブで責任感が強い印象です。指摘や指導を

いた だく 際は 丁寧 に教 えて いた だけま すし 、

「なぜそう思ったのか」を必ず聞いてくれるの

で、村田さんのおかげで思考力を伸ばすことが

できました。

村田さん（上司）：時には厳し い言葉を投げ

ることもあるのですが、打たれ強いですね。根

底に 、「経営 者の 役に 立ち たい」「成長 した

い」想いがあるからだと思うんです。私自身も、

その想いを感じるからこそ、ちゃんと向き合い

たいと思っています。

すべての企業には
ストーリーがあり、
経営者に寄り添って支援する

―続いて、吉田さんの上司である末崎さんはいか

がでしょうか。

末崎さん（上司）：吉田さんは、「熱量」と

「やりきる力」が突出していて、ビジネスパー

ソンとしての素質の高さを感じています。設定

した目標に向かって継続して行動していますし、

経営者と話す時の声からも熱量を感じます。前

職で培った経験も大きいと思いますが、その素

質が備わっているのは指導する側としてもやり

やすいです。

吉田さん（部下）：とっても嬉しいです！後で

録音データください（笑）末崎さんからは、

M&A仲介の大義をベースにした仕事への向き合

い方を教えていただきました。すべての企業に

はストーリーがあること、経営者に寄り添って

支援すること。これが私自身のモチベーション

になっています。

―最後に、みなさんの今後の目標を教えてください。

吉田さん（部下）：M&Aは一筋縄ではいかない

ことが多くあります。まだまだ足りない知識や

経験があるので、1つずつ積み重ねて、今以上

に経営者の力になれるM&Aコンサルタントにな

りたいと考えています。

末崎さん（上司）：部長になることは1つ目標

としています。そして、1人でも多くのM&Aコ

ンサルタントを育成することで、中堅・中小企

業に寄与できる件数も増えると思いますので、

これからも研鑽を重ねていきます。

村田さん（上司）：リーディン グカンパニー

だからこその視点や取り組みは大事だと感じて

います。当社は、管理職でも一定のポジション

までは、プレーヤーとマネージャーの両方を求

められる点が私はありがたいと感じています。

まずは目先の仕事に全力で取り組み、数年後振

り返った時に頑張ったと思えるようにしたいです。

結果は後からついてくると信じています。

太田さん（部下）：経営者と相対するので楽な

仕事ではありませんが、楽しく、そして日々刺

激をもらいながら充実感を持って仕事ができて

います。周りから見られた時に楽しそうに働い

ていると思われるような人になりたいと思いま

す。それによって、女性でM&Aコンサルタント

を目指す人が増えてくれたら嬉しいですね。

※2024年9月インタビュー

上司×部下トーク

太田さん（部下）：グサッとく るときもあり

ますけどね（笑）入社当初は、考え方に柔軟性

を持つことができなかったのですが、村田さん

から 「自分 の限 界は 自分 で広 げて いくし かな

い」と言われました。今の自分に響く、納得い

く言葉をいただけますし、相談に対して、厳し

いことでもストレートにはっきり伝えてくれる

のでとてもありがたいです。

Copyright©2025 Nihon M&A Center Inc. All rights reserved.
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【ワーパパインタビュー】
M&Aコンサルタント×育児の両立のカギ
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土日は家庭に集中
妻とお互いが得意な家事を分担

入社以来、主に会計事務所との連携をきっかけ

としたM&A実務を行うコンサルタント戦略営業

部に所属しています。提携先である会計事務所

とは3年から4年をかけて信頼関係を築く必要が

あります。今年で名古屋に来て5年目なので

提携先との関係も深まり、一緒にご飯を食べに

行っ たり 、気軽 に近 況報 告を し合 える 関係に

なったりしています。現在担当している提携先

は会計事務所10事務所と信用金庫1行で、比較

的規模の大きい提携先を任されています。

家では、妻が子どもの面倒を見てくれている間

に私が食事の片づけや掃除などをすることが多

いです。共働きの妻とは、お互い得意分野の家

事をするようにしていて、基本土日は仕事をし

ません。平日の夜に少し持ち帰る程度で、でき

るだけ定時内に終わらせるようにしています。

家にいないことで我が子に
寂しい思いをさせたくない

今は妻が育休中なのですが、育休が終わって共

働きに戻った時にやっていけるのかという不安

はあります。出張や急な対応で月の営業日の半

分くらいはルーティン通りにできず、妻に負担

をかけてしまうのが現状です。また、独身時代

にできていた実務の勉強や読書、研修に参加す

るといった自己研鑽の時間が減りました。今は

日々のやることをこなすだけで精一杯ですが、

そういう時期だと思っています。

直属の上司もお子さんがいて、理解していただ

けているというのは大きいですね。私の父親は

仕事が忙しく、いつも平日はいなかったので、

子どもの頃はそれが寂しかったです。我が子に

は寂しい思いをしてほしくないという気持ちが
強いですね。

メンバーが私に相談したくても
できない状況に

仕事と家庭をうまく 両立させようと、6時半に

出社して17時半に退社していた時期もあります。

家事や育児に時間を割くことができ家庭は120

点だった一方、仕事のほうがうまくいかなくな

りました。メンバーが外出から戻ってきたころ

に私が退社するので、メンバーが私に相談した

くてもできないということが多々ありました。

今は少しリズムを変えて18時半に退社するよう

にしたので、メンバーとのコミュニケーション

も増えました。自分1人でいくらM&Aの道を究

め、職人として研鑽したとしても、貢献できる

会社数には限界があります。チームだからこそ

できることもたくさんあるので、メンバーとの

時間も大切にしています。

実をいえば、転職を考えたこともあります。た

だ、考えた末、「M&A仲介業界のリーディング

カンパニーである日本M&Aセンターで働き続け

たい」というのが私の答えでした。どの業界で

もその分野の一番手にしかできないことがあり

ます。一番手のほうが、自分としてもできるこ

とが多く、結果世の中に多く貢献できると思う

んです。他の業種だともっと働きやすい会社が

古市 光 コンサルタント戦略営業部

1996年生まれ。愛知県出身。京都大学経済学部卒。2018年新卒

で日本M&Aセンター入社。入社以来、会計事務所と連携した

M&A支援を行うコンサルタント戦略営業部にて活躍中。趣味は

ドライブ、温泉旅行、ゴルフ、登山、カメラと多岐にわたる。
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あるかもしれないけれど、この仕事にはやりが

いがあります。成約した時、経営者に泣いて喜

んでもらえるほどインパクトがある仕事なので、

やっぱり好きなんですよね。

慣れない育児より、
慣れた仕事に逃げてしまいがち

仕事と育児を両立するコツは、「自分はこうす

る」というマイルールを決めて、それを徹底す

ることです。周りにも伝えて、ぶれないことが

大事です。慣れていない育児より、慣れた仕事

に逃げがちなので、覚悟を決めてやるしかない

ですね。

また、仕事も育児もルーティンを決め効率を重

視することが上手く回すコツだと思います。当

然イレギュラーも多いのですが、毎日の出社時

間と退社時間を揃える、定期的に会うお客様な

ら、お会いする日程を毎月何日と決める、チー

ムの打ち合わせ時間も固定して、それ以外は基

本的にしない、思いつきで行動しないなどを心

掛けています。

仕事で成果を出すために必要なことは、無駄を

省くことと効率を上げることです。やらないこ

とを決めるのも大切です。例えば、資料の作成

もテンプレートを使ったり、人の資料を真似し

て作ったりしています。悩む時間もできるだけ

減らします。悩むのは情報が足りていなくて判

断できないだけなので、そういうときは調べま

す。当社の各種データベースやネット等を駆使

しても5分以内にわからなけ れば、早めに人に

聞くようにしています。仕事の効率を上げるた

めには昼寝もおすすめです。私はいつも昼休憩

中に20分程度寝ています。昼寝をするとその後

の仕事の効率がぐっと上がるので、その日のう

ちにやりきらないといけないことは、定時内に

ほとんど終わらせることができています。

泣いて喜んでいただける
仕事に惹かれて

学生時代は、就活には積極的に取り組み、イン

ターンも15社くらい参加しました。リクルート

や外資系の証券会社など興味深い会社も数多く

ありました。ちょうどその頃、大学で所属して

いたゼミに、たまたま日本M&Aセンターの社員

が来て、成約式ムービーを見せてくれました。

したね。

今後の目標は、最年少執行役員になり、会社と

世の中をより良く変えることです。誰が営業し

ても一定レベルの成果を出せる仕組みを作りた

いんです。ある程度の取り決めはした上で、コ

ンサルタントが裁量を持てる仕組みがあれば、

日本M&Aセンターで働くワーキングパパ・ママ

がもっと子どもとの時間を取れるようになると

思います。自分の子どもたちが親になったとき

に、もっと過ごしやすくなる社会になるよう頑

張りたいですね。

その ビデオ に感動 して、夏の

早期選考を受け、大学3年の冬

に内 定をい ただき ました 。他

社も 魅力的 でした が、泣い て

喜 ん で く だ さ る お 客 様 が い

らっ しゃる ことに 惹かれ まし

た。やり がいが あって 、意義

があ る仕事 だと思 ったの で、

あまり迷わなかったです。

大学 の同級 生であ る妻は 大手

自動 車メー カーに 就職し 、仲

が良 かった 友人も 外資系 金融

機関 や総合 商社な ど名だ たる

企 業 に 就 職 し ま し た 。 日 本

M&Aセンターは当時まだ知名

度が 低かっ たので すが、いつ

か追い越す！という気持ちで

※2024年7月インタビュー

ワーパパインタビュー
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【女性コンサルタントインタビュー】
新卒から最高峰のM＆A業界へ！
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祖父が亡くなり、
会社を廃業した時のやるせなさが
入社のきっかけ

―M&A業界に興味を持ったきっかけは？

学生時代に、会社経営に関わることに興味を持

ち、その選択肢の中にM&A業界がありました。

祖父が会社を経営していたのですが、私が大学

3年生のときに亡く なり、会社を畳むことと な

りました。どうにか助けになれないか、と思い

ながらも大学生の私にできることはなく…。そ

の出来事をきっかけに会社経営に関わることに

興味を持ち始めました。

会社経営に関わることに漠然と興味はあったも

のの、特にこの業界！というものはなく、就職

活動をする中でも特定のメーカー業種の仕事に

あまり惹かれることがなく…。いろんな業種、

幅広い事業に携われる仕事がいいな、と思って

いる中で、見つけたのがM&A業界でした。

―なぜ日本M&Aセンターを選んだのですか？

そもそも、M&A仲介業界に新卒で応募できる会

社って、当時は少なかったんです。確か2社く

らいしかなかった。その中で、日本M&Aセン

ターはインターンシップを通じて学生を広く受

け入れていて、実際に業務の一部を体験させて

くれたんです。具体的には、マッチング業務や

クライアント対応など、実務に近い経験ができ

たことがすごく楽しかった。

そういうリアルな仕事を体感できて、「この会

社で働くのは楽しそうだな」と感じました。

M&Aって、企業の成長や再編に直接関わる仕事

なので、自分のバックグラウンドとも自然と結

びつくなと思いました。それで、他の会社に比

べて日本M&Aセンターは自分にぴったりだと思

い、入社を決めました。

何とかなるんじゃないか？と
思ってました(笑)

―激務について心配はなかったのですか？

M&A業界が激務だという情報は、口コミやネッ

トでよく見かけました。例えば、インセンティ

ブは高いけど、その分ずっと仕事をし続けるよ

うな厳しい環境だとか、そういう評判が多かっ

たです。正直、そういう情報を目にして不安に

思うこともありました。ただ、私自身、学生時

代からかなり忙しい生活を送っていたので、そ

こまで心配はしませんでした。中高一貫校に

通っていて、朝早く起きて学校に通い、放課後

はクラシックバレエを週6回習っていました。

その生活は体力的にも大変でしたが、やり遂げ

ることができたので、「激務と言われるM&A業

界も何とかなるんじゃないか」という自信が

あったんです。 女性コンサルタントは少ないと

いう情報もありましたが、逆にそれは自分に

とってチャンスだと思いました。そういう厳し

い環境でも、自分なら乗り越えられるという気

持ちで、あまり大きな懸念は抱いていませんで

したね。

―入社して実際はどうでしたか？

営業活動と案件の両立がすごく難しかったです

ね。どっちにも集中しなきゃいけないんですが、

去年の4クォーターで売上目標を達成して少し

ゆっくりしてしまい、新しい案件のための

前田 七森香 成長戦略2部

1999年生まれ、熊本県出身。2022年4月に日本M&Aセンターに新

卒入社。コンサルタント戦略営業部を経て、現在は成長戦略部に所

属。税理士法人、医療法人、事業会社などの譲渡・譲受け支援を行

う。趣味は料理。
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営業活動をせず、次のクォーターには案件がな

い…。そのときは、営業でアポイントを取るの

がすごく大変で、うまくいくと思っていた案件

がダメになったりして、精神的にもすごく不安

定になり、「今後どうしよう」、「先輩たちに

どう思われているんだろう」と、心の中で強い

プレッシャーを感じていました。

M&Aの仕事は、追い込まれる瞬間はあります。

たとえば、アポイントをたくさん取らなきゃい

けない時期だったり、案件が同時進行している

ときは、精神的にも体力的にも厳しいと感じる

こともあります。でも、それを乗り越えること

で得られるやりがいや達成感がとてつもないん

です。このバランスをどうとっていくかは私の

これからの課題です。

社会へ与える影響を実感できる

―M&Aコンサルタントのやりがいとは？

一番のやりがいは、成約した案件が形になって、

社会に影響を与えていることを確認できる瞬間

ですね。 M&Aが成約すると、その会社のホー

ムページが変わったり、プレスリリースが出た

りして、実際に世の中にその成果が出ていくん

です。そういうのを見たときに、「あ、私が関

わった案件がちゃんと動いているんだ」って実

感できるんです。それがすごく嬉しいんです。

たとえば、案件を進める中で、企業の成長戦略

に関わったり、新しい事業展開を提案したりす

ることがあります。そういう提案がうまくいっ

て、その企業が次のステップに進むことができ

―女性ならではの強みや男性M&Aコンサルタン

トでは出せないバリューを感じることはあります

か？

たとえば、クライアントの初回面談のときなど、

年配の男性コンサルタントよりも、私のような

女性コンサルタントのほうが相手が緊張せ

ず、柔らかい雰囲気で話ができることがありま

す。 特に初対面の場面では、柔らかい印象を与

えることで、クライアントの緊張をほぐしやす

いんです。 もちろん、案件や状況によっては、

強い態度や毅然とした対応が必要な場面もあり

ますが、そういうときは一緒にチームを組んで

いる上司や男性コンサルタントに頼ることもあ

ります。 使い分けできることが女性コンサルタ

ントの強みだと思います。要するに、柔らかさ

と緊張感のない雰囲気をうまく生かして、クラ

イアントとの関係を築くことができるのが女性

ならではのメリットですね。

何とかしてくれる、
一緒に考えてくれる、
という信頼感があります！

―日本M&Aセンターの女性コンサルタントの支

援はどうですか？

日本M&Aセンターでは、女性がライフイベント

に合わせて柔軟に働ける環境が整っています。

復職や出産後の支援も手厚く、女性コンサルタ

ントが集まって情報交換をする機会も設けられ

ています。もし私が今後ライフイベントでキャ

リアを中断しても、どうやってキャリアを続け

るかを一緒に考えてくれる会社だと思います。

女性コンサルタントインタビュー

たとき、自分がその企業の発展

に貢献できたんだという達成感

を強く感じます。それがM&Aの

面白さでもあり、やりがいなん

だなと思っています。

また、M&Aって単に会社を売買

するだけじゃなくて、譲受け側

と譲渡側の感情や信頼関係もす

ごく大事なんです。成約の瞬間

までに、両者の心が通じ合って、

お互いに納得して進められたと

き、さらにやりがいを感じます。

特に、譲受け企業や譲渡企業の

社長さんが感謝の気持ちを伝え

てくれると、「この仕事をして

いて良かったな」と思いますね。

※2024年10月インタビュー
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社内キャリアチェンジでM&Aコンサルタント職へ
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コロナ禍と
キャリアプランを考えて

―なぜ転職を決意しましたか？

前職では旅行会社の法人向けスポーツグループ

に所属していて、国際大会のチーム輸送やスポ

ンサーの招待旅行、メディアクルーの対応、ナ

ショナルチームのアテンドを等を行っていまし

た。ただ、コロナ禍のタイミングで仕事がほぼ

100%なくなってしまい、休業手当を国からも

らう形になったんです。最初は休みが増えて嬉

しかった部分もありましたが、やっぱりどこか

で「これでいいのか？」という思いがありまし

た。仕事が完全になくなり、働かないでいるこ

とに対して、もったいないというか、自分は

もっと働きたいという気持ちが強くて、これか

らの自分のキャリアをどうするべきか真剣に考

えた結果、転職を決意しました。

―なぜ、M&A業界を選びましたか？

営業というところを軸に、さまざまな業界を考

えていましたが、新卒の就職活動の際にお世話

になった方と話す中で、M&A業界に興味を持ち

ました。自分の父親が小さなとんかつ屋を営ん

でいて、それを見ていたことが大きくて、小さ

な会社でも、M&Aを通じて存続させることがで

きるという点にすごく魅力を感じました。それ

に、日本M&Aセンターは業界でも有数の会社な

ので、ここで働けば自分の力を発揮できるん

じゃないかと思いました。

―最初からM&Aコンサルタント職として入社さ

れたのですか？

私の経歴や経験を踏まえて、まずは金融コン

シェルジュ職から始めるのが良いんじゃないか

と話をいただき、コンシェルジュ職からスター

トしました。コンシェルジュ職は、いわゆる営

業のサポート業務です。私が所属している部署

は、地域の金融機関と連携し、主に譲渡企業に

なりうる会社の発掘を行っております。具体的

には、地方銀行の支店に行って勉強会を開いた

り、支店の顧客リストを元にお客様の事業承継

ニーズを把握したりします。その後は、お客様

との面談をセッティングし、コンサルタントに

繋げるような仕事をしていました。

もっと数字を追いたい！

―M&Aコンサルタント職にキャリアチェンジし

たのはなぜですか？

コンシェルジュとして2年間活動し、自分の活

動がコンサルタントの数字に繋がっていること

は分かっていましたが、もっと明確な目標が欲

しかったんですよね。そんなときに役員の方か

ら「チャレンジしてみるか？」て声をかけてい

ただいて、コンサルタント職に転換することに

しました。

―M&Aコンサルタント職へキャリアチェンジさ

れて、大変なことはどんなところですか？

テクニカルな部分ではまだ知識が足りなくて、

法律や税務などを常に勉強しながら進めなけれ

ばいけないので、その点では難しいです。さら

に、相手の気持ちや感情を汲み取りながら進め

ることが必要で、「先週こう言っていたのに、

今週は違うことを言ってる」なんてこともよく

あります。人の心が絡むので、簡単に進むもの

飯海 優 金融法人部

1993年生まれ、東京都出身。近畿日本ツーリストでの法人営業を

経て、2021年5月に日本M&Aセンター入社。地域金融機関と連携

し、主に譲渡企業の支援を行う。趣味はゴルフ。

女性コンサルタントインタビュー
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ではないという点もM＆Aの難しいところだと
思います。

キャリアプランもライフプランも
サポートしてくれる

―女性ならではの強みや男性M&Aコンサルタン

トでは出せないバリューを感じることはあります

か？

女性ならではの強みとしては、やっぱり共感力

だと思います。譲渡を検討されているお客様っ

て、頭では分かっているけど、なかなか踏み出

せないという方が多いんです。ロジック的な説

明ももちろん必要なんですけど、最終的にはお

客様の気持ちに寄り添って、共感することがす

ごく大事です。そういった意味では、違う視点

でお客様に寄り添うことができるのが、女性コ

ンサルタントの強みだと思います。また、お客

様が何気なく発した言葉の中にも、その方が大

事にしているものが隠れていることが多くて、

そういった細かい気づきができるのも女性なら

ではの視点なのかなと思います。共感力や細や

かな気づきは、バリューだと感じますね。

―女性 コンサ ルタント に対す る日本 M&Aセン

ターのサポートはいかがですか？

女性コンサルタントへのサポート体制はとても

整っていると思いま す。1年半くらい前から、

女性を支援するプロジェクトが立ち上がって、

社内でもそういった取り組みが強化されていま

す。たとえば、出産に向けたサポートとしても、

声を上げればしっかりと対応してくれる環境が

あるんです。地方にいることが多いので、関東

の提携先を担当したいといった希望にも非常に

柔軟に対応してもらえます。実際に出産した後

も、復帰をサポートしてくれる制度や体制が

整っていて、会社としてのサポートには安心感

があります。周りの女性コンサルタントとお互

いに刺激し合う場も提供されているので、やり

がいを持って働けますね。

―今後の目標があれば教えてください。

今のところ、明確に5年後どうなりたいかとい

うビジョンはまだないんですけど、来年か再来

年には出産をしたいと考えています。そのとき

に戻ってこられるように、今はとにかく実績を

積むことが目標です。まだ具体的に管理職にな

女性コンサルタントインタビュー

りたいといった目標はないん

ですが、出産して復帰すると

きに「また頑張ってほしい」

と思ってもらえるような人に

なりたいですね。今はそのた

めに、しっかりと仕事を頑張

りたいと思っています。

Copyright©2025 Nihon M&A Center Inc. All rights reserved.
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育児とキャリアを両立
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より経営に関わる仕事に
携わりたい

―なぜ転職を決意しましたか？

転職を考えた理由は2つあって、1つ目は自分の

キャリアです。MRとして病院の経営や地 域の

医療連携に関わることが仕事として楽しいと感

じ、もっと経営に関わる仕事にチャレンジした

いなと思ったんです。

2つ目は製薬業界自 体が日本の市場で縮小して

いると感じていて、会社の勢いも入社当時に比

べてだいぶ弱くなってきていると感じました。

営業の人数も減ってきて、自分のできることが

限られてしまうと いう状況だったので、この2

つの理由から転職を決めました。

―M&A業界を選んだのはなぜですか？

最初はコンサルティング業界に行きたいなと

思っていたんですけど、業務内容をそれぞれ聞

いていくうちに、日本M&Aセンターでできる仕

事が他の会社では網羅できないなと感じたんで

す。M&Aというのは、一つの案件でいろんな業

界に関われますし、広い範囲をカバーできるの

で、自分のキャリアをもっと広げることができ

るんじゃないかと思いました。それで、M&A業

界に行くことを決めました。

―業界に関する勉強はかなり大変だったのでは？

前職では7年間働いていて、その間に育児休業

も取っていたんです。育児休業中に転職活動を

して、内定をもらってからは少し勉強期間が

あったので、その間は家族と過ごしながら、子

どもが寝た後とかに試験勉強をしていましたね。

簿記の勉強をしていたのですが、塾に行く余裕

がなかったので、全部本を買って基礎から勉強

して、定着させる感じでした。

入社して実際に研修に入ってからは、今まで育

児をしながらの勉強に比べたら集中できる時間

があったので、そこまで大変だとは感じません

でした。 むしろ、会社としても何も利益になら

ない状態で勉強させてもらえることにすごく感

謝していました。

フレキシブルにサポート

してくれている

―まだお子さんも小さいとのことですが、

仕事との両立はいかがですか？

日本M&Aセンターはすごくフレキシブルで、育

児との両立もかなりサポートしてくれてます。

例えば、夫が週に2回子どもを迎えに行くとい

うスケジュールも配慮してくれて、私が地方の

担当になってからも、仕事の時間をうまく調整

できるようにしてくれているんです。会社とし

ても育休や時短勤務に理解があって、かなり働

きやすい環境だと思います。私自身も、育休を

取りながら勉強する時間を確保できたり、入社

後もサポートがしっかりしていたので、育児と

仕事の両立がうまくできています。

栗嶋 久美子 金融法人部

1992年生まれ、神奈川県出身。大学卒業後、大手製薬会社に入社。

2023年に第一子出産。2024年4月に日本M&Aセンター入社。青森

県内の金融機関と連携し、譲渡・譲受け企業の支援を行う。趣味は

パンを焼くこと。

女性コンサルタントインタビュー

※2024年10月インタビュー
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会社の制度を活用してちょうど
いいタイミングで復職できた

―娘さんが1歳になる前に復職されたとのことで

すが、今のお気持ちはいかがでしょうか。

産休・育休中に娘と過ごす時間を楽しむ一方で、

職場も好きで離れるのがさみしい気持ちがあっ

たので、そのバランスを考えると自分にとって

ちょうどいいタイミングで復職できたと感じま

す。復職してから生活リズムが整ってきて、久

しぶりに会った友達にも「元気そうだね！」と

言われました。

―今はどのような働き方をされていますか。

本来定時は9時から17時半なのですが、短時間

勤務とフレックスタイム制度（コアタイム：10

時から15時まで）をかけあわせて8時15分から

16時15分までの変則的な勤務をしています。朝

は夫が子どもを保育園に送るので、私は8時15

分までに出社をし、退勤後は17時前に保育園に

迎えに行っています。

―現在トライアル運用中の新制度である保育料補

助の利用者第一号だそうですね。

はい。夫が関西に単身赴任をしていたので育休

中は私と娘も関西で暮らしていましたが、私の

復職にあたって神奈川の実家の近くで娘と二人

暮らしをしようと考えていました。ですが、保

育料や家賃などを考えると短時間勤務では厳し

いのではないかとも感じていて…。そんな時に

保育料補助が使えることを人事部より教えても

らい、トライアル運用の第一号として適用して

いただきました。

結局は、夫の単身赴任が想定よりずいぶん早く

終わり関東に戻ってくることになったので一緒

に暮らしていますが、家庭の状況が復職するうえ

でのネックになっていたので、こうした補助が

あることで選択肢が広がりありがたさを感じま

した。

日 本M&Aセ ンタ ーで は結 婚（5万 円）・出 産

（30万円）の祝い金も充実していて、さらに子

どもがいる社員が働くうえでの制度も整ってき

ています。こうした制度があること自体、応援

されている気持ちになり、モチベーションにも

つながります。ベビーシッター利用補助に関し

ても、平日自宅で子どもを見なければならない

日があり、2回利用しました。

日本M&Aセンターのこうした制度は、元々は子

どもを持つ社員の要望から誕生したことを知り、

実現までのスピード感に驚いたと同時に、自分

も制度を利用して感じたことや気づきを伝える

ことが一緒に働く方や会社のためになるかもし

れないとも思うようになりました。

働き方の変化にもどかしさも…
周囲の理解に感謝

―復職後、周囲からの理解はいかがでしょうか。

私の所属するISR部は日本M&Aセンターでイン

サイドセールス領域を一手に担っています。部

の社員では私が初めての短時間勤務ですが、

小澤 麻衣 ISR部

神奈川県出身。2013年、新卒で三菱東京UFJ銀行（現三菱UFJ銀

行）に入行。富裕層向けの営業に従事。2019年12月に日本M&A

センターに入社。ISR部にて主に大手金融機関と提携している部

署のSVを担当。2023年10月より産休取得、2023年11月に第一子

となる長女を出産し、2024年8月1日より復職。
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部長の竹林 与史江さんをはじめ、皆さんが私の

状況や心境をすごく理解してくれ、本当にあり

がたいです。勤務時間を5分でも過ぎて会社に

残っていると、遠くからでも大きな声をかけて

くださることもあります（笑）

―ご自身の仕事への向き合い方に変化はありまし

たか。

妊娠前も妊娠中もそこまで体調が崩れなかった

のもあり「力の限り働く」というスタイルで、

時には遅い時間になることもありましたが、復

職後はそれができないので朝一で優先順位をつ

けて効率よく仕事をするようにしています。

「もやもや」は周囲と話を
することで乗り越えられた

―働き方の変化にとまどいはありませんでしたか。

竹林部長からは「“生産性”という観点からより

よい組織づくりに経験を還元してほしい」と

言っていただいて、まだできていないことも多

いですがこれまで以上に生産性を意識して仕事

に取り組むようになりました。「リーダー会」

という組織運営に関する重要な会議にも参加さ

せてもらって、出産前と変わらない役割を期待

していただけていることもモチベーションに

なっています。

また、復職2ヵ月目に取締役の仲川薫さんがラ

ンチに誘ってくださって。「制約条件はイノ

ベーションの種になることがある。今しかでき

ないことを楽しんで」とおっしゃっていただい

たのが心に残り、大きな励みになったんです。

生産性を上げる取り組みをすることも、一歩踏

み出してそれを発信していくことも自分が今で

きることだと気づき、前向きになれました。も

やもやした気持ちを自分だけで抱え込むのでは

なく、ほかにも社内のいろいろな方とお話しす

る中で、復職前後でのギャップを乗り越えられ

たと思います。

―最後に、今後の目標を教えてください。

今私がこうして自分らしく働けているのは職場

の皆さんのおかげなので、一緒に働く皆さんに

日々小さな恩返しをしていきたいと思っていま

す。今月から一つのチームを持つことになり、

9名のメンバーと働いています。16時15分に

帰ってしまうので、ほかのチームよりもやりづ

らさを感じる部分はあると思うのですが、私が

いない時間帯にもしっかり成果を上げてくれて

います。ほかにも見えないところで気を遣って

もらっていることもたくさんあると思うので、

自分がいる時間には「このチームで働くのが楽

しい、このチームでよかった」と思ってもらえ

るような雰囲気づくりに努めたいと思っていま

す。

今後は管理職を目指していて、子どもがいても、

制限がある中でもしっかり成果を残していくこ

とで、誰かの目標となるような働きができたら

と思います。そして、娘にも「働くお母さんは

かっこいい」と思ってもらうのが夢です！

※2024年11月インタビュー

復職体験談
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突然の転職活動中、強く印象に
残った成約式の笑顔

―日本M&Aセンターへの入社のきっかけを教え

てください。

個人事業主として軽貨物輸送業で運転の仕事を

していましたが、糖尿病の持病が発覚し、同時

に合併症によって 視野の6割を欠損しました。

運転の仕事は好きでしたが、諦めざるを得なく

なり廃業しました。

デスクワークの仕事を中心に転職先を探してい

る中で、転職エージェントから紹介されたのが

障がい者雇用を積極的に行っている日本M&Aセ

ンターでした。M&Aという言葉とは程遠い世界

で生きてきましたが、紹介していただいたこと

をきっかけにM&Aに興味を持つようになりまし

た。より詳しく調べる中で、成約式に出席され

た方々の写真を見ました。素敵な笑顔が印象に

残り、日本M&Aセンターのフィロソフィー・理

念も私自身の考え方と通ずるところが多いと気

づきました。こんな笑顔を作り出せるM&Aの世

界に少しでも関わって、貢献できたらどんなに

いいかという思いが湧き、入社を決意しました。

―現在の業務内容を教えてください。

契約書などの書類の管理業務や売り上げに関わ

る書類のチェック業務を担当しています。日本

M&Aセンターでは、全ての関係者に対して万全

を期してM&Aを提供するためにさまざまな書類

が存在しており、そのどれかひとつでも欠けた

り、紛失したりしてはならないため日々慎重に

扱いながら管理を行っています。私は視野が狭

く、作業に時間がかかってしまうこともありま

すが、丁寧に仕事を教えてくれるメンターや上

司もおり、サポートを得ながら日々仕事に取り

組んでいます。

経験でカバーできないときは
周囲を頼る

―仕事をする上で心掛けていることはありますか。

初めての業界で、さまざまな書類を扱うので自

分の経験でカバーできないこともたくさんあり

ます。わからないときは必ず周りを頼るように

しています。また、ミーティング等では積極的

に提案し、受け身ではなく自ら取り組む姿勢

を伝えるようにしています。そして当然かも

しれませんが、日々感謝の気持ちを伝えるよ

うにしています。そうした日々の積み重ねで、

より良い環境が生まれると思うんです。

―入社して障がいに関する考え方に変化はありま

したか。

社員の方と関わる中で、自ら障がいに関して打

ち明ける機会が増えましたが、理解を示してく

れる人ばかりでした。障がいの有無にかかわら

ず、私自身をしっかり見てくれて「この人なら

業務を任せても大丈夫だろう」と信頼してくれ

る方が多く、挑戦を応援してもらえる風土だと

感じています。

―当社で働くことでご自身のキャリアはどのよう

に広がっていくと思いますか。

M&Aは未知の領域でしたが着実に知識を身につ

けることができています。並行して、当社で採

用しているシステムの改修に関わる勉強をして

おり、高難度の社内資格にも挑戦中です。文書

管理課という枠を超えて多岐にわたって、会社

を支えられるような存在になりたいです。

須山 博彰 ドキュメント管理部 文書管理課

1992年生まれ、千葉県出身。軽貨物輸送業を経て、2024年8月に日

本M&Aセンター入社。ドキュメント管理部 文書管理課にて、契約

書などの書類の管理業務や売り上げに関わる書類のチェック業務を

担当。趣味は旅行や読書。

※2025年2月インタビュー
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ベトナムでも
認知度の高い日本M&Aセンター

―転職、当社への入社を決意した理由を教え

てください。

Tungさん：日本には30年超の中小企業M&Aの

歴史がありますが、ベトナムはまだまだこれか

らの国です。M&Aは経済活動における重要な領

域なので、日本とベトナムの経済的、文化的、

人的架け橋となり、ベトナム経済の発展に寄与

したいと考え転職を決意しました。

前職ではM&Aには関わっていませんでしたが、

学生時代にM&Aについて学ぶ機会がありました。

M&Aに興味を持ち、関わる仕事がしたいと思い

ましたが、当時はまだM&Aを手掛ける会社がベ

トナム国内にはあまりありませんでした。今こ

うして日本M&AセンターでM&A業務をしてい

ることは運命だと感じています。今は競合他社

もありますが、日本M&Aセンターはベトナムで

の認知度も高く、提供できるサービスの幅の広

さも魅力に感じ入社しました。

Nhungさん：前職の投資系金融機関では、主に

M&Aディールの準備と実行サポートを行ってい

ました。経験を積むにつれて、関係する全ての

ステークホルダーに対して、付加価値のあるソ

リューションを提供することの重要性を感じる

ようになり、一気通貫でM&Aに携わることので

きる日本M&Aセンターへの入社を決めました。

Huyさん：私もNhungさんと同じく、すべての関

係者に付加価値のあるソリューションを提供した

いと思ったからです。日本M&Aセンターでは、

M&Aの実践的な経験を積むことができ、多くの

起業家と接することでビジネスマインドを学ぶこ

ともできます。専門性を追求しながら成長するこ

とができる会社です。ゼロから会社を築き上げた

創業者の方々とお会いし、交流する機会はとても

貴重で、実際に入社して、M&A取引に直接関わ

ることで、貴重な経験と洞察力も身についている

と思います。

言語の壁を感じず
コミュニケーションがとれる環境

―現在の業務内容を教えてください。

Nhungさん：現在は、ベトナムの譲渡企業と日本

の譲受け企業をつなぐことに注力しています 。

M&Aの組成からディールのファシリテーション、

クロージングまでM&Aプロセス全体に関わって

います。

―日本企業とのマッチングの難しさはありますか。

Tungさん：日本企業とのマッチングは難しくは

ありませんが、①文化や考え方の違い、②事業

規模や市場規模の違い、③言語の壁の3つの課

題が常にあります。そのためすべての関係者の

声に耳を傾け、困難を予測して効果的に解決す

るように心掛けています。M&Aは企業同士の

「結婚」とも言われます。双方が誠実に関わる

Nguyen Nhung
Nihon M&A Center Vietnam co., LTD（写真中央）

Dao Huy
Nihon M&A Center Vietnam co., LTD（写真左)
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という信頼関係の上に成り立っていることを、

毎回お客様にお伝えしています。

―日本の拠点とのコミュニケーションで困ること

はありませんか。

Nhungさん：日本の海外案件を担当する海外事

業In-Out推進部とは、共通言語の英語でやり取

りしています。現地法人には英語がネイティブ

レベルのメンバーがいますし、英語に対して不

安があるメンバーとのコミュニケーションの仲

介もしてくれるので、円滑にやり取りができて

います。また駐在している日本人メンバーが会

社の方針を教えてくれたり、日本チームとのコ

ミュニケーションを円滑にしてくれたりしてい

ます。良き友人であり、仲間ですね。日本と同

じく午前9時から午後5時半まで勤務しており、

仕事終わりにはメンバーと飲みに行くこともた

くさんあります。

―ベトナム現地法人のルーティン業務はあります

か。

Huyさん：毎朝約10分のコーヒーミーティング

があり、今取り組んでいる情報の共有を行って

います。現地法人には現在8名のメンバーがい

ますが、メンバー同士のコミュニケーションが

しっかりとれる文化が醸成されています。

―ベトナムの経営者の方から見て日本企業はどの

ようなイメージなのでしょうか。

Tungさん：良い印象をお持ちの方が多いです。

日本の企業は情熱的で、結果にも愚直に向き合

うまじめな企業が多い印象です。ベトナム企業

オーナーもどのようにグローバルに成長してい

けるのか真剣に考えていらっしゃるので、通ず

るところはあると思います。

家族も応援してくれる環境で
ベトナム市場No.1の
M&A仲介会社を目指したい

―日本企業で働くことに関して、友達や家族など

周りの方の反応はいかがですか。

Huyさん：私の家族はM&A についてあまり詳

しくありませんが、日本企業に対しては従業員

を大切にし、成長をサポートしてくれるという

印象があるようで、私が日本M&Aセンターで働

くことも誇りに思ってくれています。

―今後の目標を教えてください。

※2024年12月インタビュー

海外現地法人インタビュー

▲2024年12月6日から11日にかけ、ベトナム現地法人初の海外合宿が行われました。

ベトナム法人メンバー8名が参加し、西日本支社との交流を行ったほか、勉強会など

も実施されました。休日には観光も楽しみ、兵庫県の姫路城や京都も訪問しました。

Tungさん：3年以内に、ベトナ

ム現地法人でトップの収益を生

み出すコンサルタントになりた

いと思っています。

Nhungさん：ベトナム現地法人

の目標は、ベトナム市場でNo.1

のM&A仲介会社になることな

ので、今後5年間でその目標を

達成できるよう

にチームをサポートしていきた

いです。

Huyさん：Nhungさんと同じく

ベトナム市場でNo.1のM&A仲

介会社になるためにチームに貢

献することが目標なので、まず

は1件1件の案件を着実にこなし、

実績を積み上げていきたいです。
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スタートアップとして現地法人を
成長させていくことへの
ワクワク感

―現在はどのような業務を担当されているので

しょうか。

マレーシア現地法人で、M&Aコンサルティング

業務を行っています。マレーシア国内の企業と

る環境が魅力的でした。

―不安などはありませんでしたか。

もちろんありました。2021年はちょうど新

型コロナウイルス感染症が流行りだした時期

で、当時マレーシア現地法人唯一の日本人メ

ンバーが国境閉鎖され日本におり、現地メン

バーも在宅勤務だったので、マレーシアのオ

フィスには私1人でした。本当に実在する会

社なのか不安もありました。それでもスター

トアップとして現地法人を成長させていくこ

とへのワクワクのほうが大きかったです。

マレーシア流の気遣いで
経営者の本質を探る

―マレーシアの経営者の特徴や鉄板トークはあり

ますか。

マレーシア は人口約3,000万人で、多民族国家

です。一番多いのがイスラム教徒を多く含むマ

レー系で人口の約6割超、そして2～3割が中華

系です。そのほかにもインド系の人たちもおり

多様性のある国です。ビジネスでも、オーナー

の人種が案件ごとに違い、話し方や接し方もそ

の方に合わせて対応する必要があります。例え

ば、イスラム教を信仰している方は、お酒を飲

みませんし豚も食べません。会食ではそういっ

たことに気を遣いながら話したり、お店を決め

Vanessa Choy
Nihon M&A Center Malaysia Sdn. Bhd

シンガポール生まれ、エジプト育ち。大学時代は4年間アメリカ

に留学を経験。大学卒業後、アクセンチュアにてコンサルティン

グ業務に従事。2020年11月日本M&Aセンター入社。

マレーシア現地法人で、No.1ファームを目指して走り続ける理由

日本の企業をマッチングすることが多いですね。

譲渡企業はコールドコールや現地のネットワー

クを活用して探しています。マレーシア現地法

人はまだメンバー数も多くないので、案件化も

行いますし、実際に相手先企業が見つかったら

トップ面談などM&Aのエグゼキューションも行

います。私はマレーシア首都クアラルンプール

と出身地のイポーというエリアで活動している

ことが多くて、昨年成約した案件2件もイポー

でした。

―日本M&Aセンターへ入社された理由を教えて

ください。

前職は新卒でマレーシアの証券会社のIB部門に

入社し、上場支援のコンサルティングを行って

いました。その仕事も充実していましたが、

コーポレートファイナンスに関わっていたこと

もあり、M&Aにも興味がありました。マレーシ

アはM&Aが発展中の国で、M&Aが社会に与え

るインパクトは大きく、中堅・中小企業のM&A

を普及させることで、マレーシア経済の発展に

も大きく寄与できると思い転職を決意しました。

私が日本M&Aセンターに入社した時は、マレー

シア現地法人が立ち上がって2年目で、私以外

に日本人メンバーが1人と現地メンバー1人の2

人しかいませんでした。スタートアップのよう

に会社を成長させていく楽しさがありながら、

日本での基盤もあり、安心してチャレンジでき

海外現地法人インタビュー
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たりします。

お客様とは今後の業界の見通しについて話した

り、M&Aを検討する大きな理由の一つは日本と

同じく後継者不在の場合が多いので、事業承継

の話をすることも多いですね。

―日頃お客様と接するときに心掛けていることは

ありますか。

“いい聞き手”になることを心掛けています。私

たちは経営者の方に比べるとまだまだ若いこと

が多いので、お客様に信用していただくことが

非常に重要になります。 “いい聞き手”になり信

用していただくことで、経営者の方が何を望ん

でいるのかの本質も見えてきます。

またたくさん企業がある中で、日本企業のニー

ズに合いそうな企業を探す目利き力も重要です。

業界や財務面だけでなく、経営者はどのような

方なのか、日本企業と組むことでシナジーがで

るのか、さまざまな側面から判断しています。

判断力をつけるために、日本の市場や業界につ

いてマーケットをリサーチしたり、譲受け企業

を担当する日本のチームとコミュニケーション

を取って、頻繁にニーズをヒアリングするよう

心掛けています。

「マレーシアでNo.1の
M＆Aファーム」を目指して

―入社してからはずっと順調だったのでしょうか。

入社した当初はメンバーも数名で、案件もあま

りなかったので苦労しました。日本の拠点のよ

うにリソースがあるわけでもなく、譲渡企業を

見つけて成約をサポートすること以外にも、

マーケティングやPRも自分たちで行う必要があ

りました。スタートアップとして、マレーシア

現地法人でのビジネスを成功させることも大き

なミッションだったので、その中で案件を進め

ることとの両立は難しかったです。ただ、マ

レーシア現地法人には私たちしかいませんが、

日本にはさまざまな問題や論点に対応できる専

門家がいて、いつでも相談できる環境はあった

ので、そういった方々を頼りながら一つ一つ問

題を解決してきました。

―M&Aの仕事の面白さはどこにあると思います

か。

されることが多いので譲渡企業からもとても

感謝されます。成約後に「君たちを信用して

よかった」と言っていただけたときには、やり

がいを感じますね。

―今後の目標を教えてください。

入社して3年経ちますが、もっと成約件数を増

やしていきたいです。M&Aは案件ごとにナレッ

ジが違い、得られるものも異なります。成約件

数を積み重ねながらさまざまな案件に触れ、経

験を積んでいきたいです。「日本M&Aセンター

が、マレーシアでNo.1のM＆Aファーム」と言

えるようになるまで走り続けます。
マレーシアでは、日本

ほどM&Aが一般的で

はないこと、現状ミッ

ドキャップと言われる

中堅企業の案件が多い

こともあり、M&Aは

マーケットに対するイ

ンパクトが大きく、経

済への貢献度合いも大

きいです。メディアに

も取り上げられるので、

成約すると「あの案件

を担当した日本M&A

センターだね」と訪問

先のオーナーに声をか

けていただくこともよ

くあります。

また日本と同じく後継

者不在によりM&Aを、

※2024年12月インタビュー

海外現地法人インタビュー
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妊娠・出産等にかかわる制度、子育てにまつわる制度、その他の人事制度に加え、

「先輩社員はこうした」という事例をQ&A形式で掲載。

困ったときや将来の計画を立てる際にご活用ください。

・パパ育休事例

・ベビーシッター利用補助制度活用事例

46
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Personnel System
妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A 【社外向け簡易版】
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妊娠から復職後までの流れ

妊娠中の体調の変化は人によってさまざまです。業務量や勤務について適
宜所属部長や人事部とコミュニケーションをとりながら、自身の体調管理
につとめてください。

妊娠中

妊娠が分かったら、自身の体調や業務の状況をふまえて、適切なタイミン
グで所属部長と人事部に報告しましょう。

妊娠判明

出産予定日の６週間前（双子以上の場合は14週間前）から取得できます。産前休業

出産

出産の翌日から８週間は就業できません。産後休業

子どもが１歳になるまでの間、会社に申し出ることで育児休業を取得する
ことができます。（最長２歳までの延長措置あり）

育児休業

業務の状況やご家族のサポート状況、お子さんの状況は人によってさまざ
まです。制度や必要な措置を活用し、ご自身に合う働き方を家族や所属部
長と相談ください。

復職後

１

２

３

４

５

６

s t e p

s t e p

s t e p

s t e p

s t e p

s t e p
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部下から妊娠や出産予定の報告を受けました。

何をすればいいですか？

部下から報告を受けたら、本人の体調の状況、人事部へ

の報告や育児休業取得予定、部署内への共有方法や業務

引継ぎ（場合によっては後任者の採用）などを確認しま

しょう。

妊娠中は、時間外・休日・深夜労働の制限や軽易業務へ

の転換、健康管理時間の付与なども必要に応じて対応し

ます。詳細は人事部までお問い合わせください。

上司向け

妊娠した際、会社への報告以外にどんなこと

が必要ですか？

妊娠がわかったら、出産する病院の予約（人気の病院は

すぐに埋まってしまうところも…）や保育園を調べる作

業（出産前から先着順で申し込みを受け付ける認可外保

育施設などもあります）も行いましょう。

妊娠Personnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A
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フレックスタイム制度はどのようなときに使えばいいでしょうか

2022年4月より、営業スタッフ職・事務職の正社員を対象にフレックスタイム制度が導入されました。

（※コアタイムは10：00～15：00）

利用にあたって事前申請等は不要ですので、ぜひご活用ください。

49

活用事例： 使ってますか？フレックスタイム制度

フレックスタイム制度は、個人と会社の生産性を上げ、多様な働き方を可能にするとともに、勤怠を正しく管理する狙いで導入さ

れました。有効活用している部署に活用のコツを聞きました！

導入時にどういう方法なら活用できそうか部内で相談。

各自のスケジューラーに登録＆勤怠管理チャットに任

意報告する運用に決定しました！実際部内ではかなり

浸透していると思います。

Case １：データマネジメント部 Case ２：広報・PR部

Outlookでチームの予定を管理している共有予定表

「広報カレンダー」に各自登録しています。家族との

時間を増やす、人に会うなどさまざまな使い方がされ

ています！

フレックスPersonnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A
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男性も育児休業を取得できますか？

取得可能です。

当社グループの男性社員の育休取得率は上昇中です。

パパ育休Personnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A
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早期年間目標達成&1カ月間の育休取得
仕事も育児も150％振り切る！

原田 真成さん 業種特化1部

1990年生まれ、長野県出身。山梨大学工学部卒。地元長野県

の工作機械メーカーにて勤務後、組織コンサルティング会社

勤務を経て、2022年12月日本M&Aセンター入社。現在は、業

界再編1部の製造チームに所属し、製造業を担当。2024年11

月に1ヵ月間育休を取得し、現在1児の父。

パパ育休取得事例

―2024年11月には1カ月の育休を取得されま

したね。

2024年の11月20日から約1カ月間育休を取得し

ました。取得は妻の妊娠が わかった4月頃から

考えていました。私が所属する部署では、これ

までパパ育休を取得した前例はありませんでし

たが、上長から反対されることもなく、チーム

メンバーも背中を押してくれました。

育休を取得することで営業活動に支障が出て、

―営業活動において、原田さんならではの取

り組みはありますか。

自身の強みとして、セミナーのノウハウを持っ

ていることを活かしています。前職は組織コン

サルティングを手掛ける会社で数多くのセミ

ナーに携わっていました。当社でも、セミナー

を軸に営業活動の戦略を立てたのは自分ならで

はの取り組みかと思います。

まずはセミナーの開催日を先に決めてそれに合

わせて準備するというのを何度も繰り返し行い、

強制的に成長する環境を作りました。同じこと

を繰り返しているように思えても、話し方が上

手くなったり、ネットワークが広がったりして

いるので、結果として目標額が大きくなっても

達成できているのかなと思います。

―M&Aコンサルタントの魅力を教えてくださ

い。

やりがいがあり、自分自身も成長することがで

きるところですね。仕事を通じて多くの方に出

会うことで、人脈も広がり、「原田さんに紹介

したい人がいる」と言ってくださる方も多く、

そういうときにこの仕事をしていて良かったな

と思います。

年間目標を達成するハードルが高くなってしまう

のではという焦りはありましたが、無理だと思っ

ても仕方がないので、やってみようと決断しまし

た。

―育休期間はいかがでしたか。

妻が初産で出 産に32時間かかり、出産後の体の

トラブルなどで、退院後もしばらく立てずにあま

り動くことができませんでした。そのため私が子

育てや家事全般を担い、休む暇がほとんどなく、

今思えば計画的に育休を取得していなかったらど

うなっていたことだろうと恐ろしいです。

―目標達成のための原田さんなりのコツはあ

るのでしょうか。

日本M&Aセンターに入社した時は、未経験でし

たので、本当に自分がM&Aをできるようになる

のかと不安でした。しかし、日々の目標を周りの

人の協力を得ながら達成していくことで、少しず

つ成果がでるようになっていきました。

成果を出すのに特別な裏技はないので、目の前の

小さなことをコツコツと達成していくしかないん

ですよね。だんだんとこれまでまいてきた種が実

り、2024年度は早期に目標達成できたのだと思

います。日々の活動が未来の自分につながるのだ

と身をもってひしひしと感じます。

※2025年2月インタビュー
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男性の育児休業は分割して取得できますか？

産後パパ育休・育児休業、それぞれ2回まで分割して取得できます。詳細は人事部までお問合せください。

パパ育休Personnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A
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将来に備えて、先輩女性社員の話をきくこと

はできますか？

人事部・人材戦略部にご連絡ください。直接ご相談をお

受けするほか、話を聞きたい別の社員におつなぎしま

す！

53

将来的に、時短勤務をしながらも、マネー

ジャーや部長になりたいです。どんな工夫が

必要ですか？

時短勤務をしながら昇格した事例も複数あります。まず

は人事面談時に上司にキャリアプランを共有し、相談し

てみましょう。 人事部・人材戦略部にご相談いただけれ

ば経験者におつなぎすることも可能です。

将来出産を考えていますが、産休・育休や時

短勤務で収入は減りますか？

出産時、健康保険より出産手当金、出産育児一時金、雇

用保険より育児休業給付金が支給されるほか、育児休業

中は社会保険料は免除されます。産休育休前後は、給

与・賞与の額は出勤日数分となります。また時短勤務の

場合、労働時間分の給与・賞与となりますので、フルタ

イム勤務に比べると収入は減少します。

日本M＆Aセンターでは、社員またはその配偶者が出産し

た場合、30万円の祝い金を支給＋健康保険組合出産育児

一時金として60万円、合計90万円を支給していますので、

そちらもご活用ください。

一般的に、妊娠出産時、切迫早産や帝王切開等の場合な

ど、医療保険が適用される場合もあります。（加入は個

人でご検討ください）

住宅ローンの審査で、育休や時短勤務で借入可能額が

減った事例も。計画的に検討しましょう。

キャリアプランPersonnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A



Copyright©2025 Nihon M&A Center Inc. All rights reserved.

育休中でも先輩社員に気軽に相談することは

可能でしょうか。

先輩社員をご紹介しますので、人事部・人材戦略部まで

お問い合わせください。

54

復職するにあたっては、元いた部署に戻れま

すか？異動もできますか？

基本的には元の部署への配属となります。部署異動をご

希望の場合は検討しますので、人事部までご相談くださ

い。

育休・復職

復職前後に面談や相談の場はありますか？

上長や人事部との面談があり、復職後の業務や働き方な

どについて相談できます。また、復職後でも希望者には

面談やランチなどをご提案しますので、お気軽にご相談

ください。

Personnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A
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復職時の心がけやアドバイス等ありますか？

55

子どもの体調不良時はどうしていますか？

看護休暇(2024年度より年度5日間までは有給となりまし

た)を時間単位で取得可能です。体調不良に備え、地域の

病児保育やベビーシッター派遣会社に申し込みをしてお

く、夫婦で協力したり親に協力を依頼するという方もい

ます。

復帰当初は、業務のすすめ方が変わっていたり、会社の

システムやルール、方針などが変更されていることも多

いため、キャッチアップが必要です。上司や同僚、家族、

育児中の社員等とコミュニケーションをとり、情報共有

しながら仕事をしていくようにしましょう。

子どもは保育園入園当初、非常に頻繁に体調を崩すため、

思うように業務を進められないこともありますが、その

状況がずっと続くわけではありませんので、先輩社員と

情報交換等してみてください。

有給休暇は残っていますか？

有給休暇は、勤続年数に応じて産休・育休中も付与され

ます。

復職後

先輩の時短勤務例を知りたいです。

先輩社員勤務例

・フレックスタイム制度を活用してフルタイム勤務

・子どもの成長に合わせて勤務時間を徐々に延長

0歳：5時間勤務→成長に合わせて6時間、7.5時間と延長

→小学校入学に合わせて再度6時間に戻す等

※勤務時間は何度でも変更できます。子どもが小学4年生に

なるまで時短勤務が可能です。

Personnel System 妊娠・出産等にまつわる人事制度とQ&A

NEW
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ベビーシッター利用補助制度

復職後使用できる子育てサポート制度はありますか？

正社員・契約社員を対象に、ベビーシッターの利用費用を会社が半額補助

する「ベビーシッター利用補助制度」があります。 当社で契約する「ポ

ピンズシッター」を利用いただくことで、月の利用費用の半額（上限5万

円）を会社が補填します。当社社員だけでなく、ご家族も利用可能です。

詳しくは、人事部までお問い合わせください。

Personnel System 子育てにまつわる人事制度とQ&A
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ベビーシッター利用補助制度活用のススメ

Mさん 成長戦略2部 副部長

子どもは1歳4カ月（男の子）。福岡県出身、横浜市立大卒。

大手人材会社で経営幹部をターゲットとしたエージェント業

務に従事した後、2016年に日本M&Aセンター入社。上場・

未上場・ファンド等、買手の種類問わず買収支援も多数経験。 57

ベビーシッター制度利用事例

日本M&Aセンターグループの正社員・契約社員を対象に、ベビーシッター利用補助制度があり、ベビーシッターサービス「ポピンズシッ

ター」の利用費に対して、会社から半額補助を受けることができます。

―ベビーシッターサービスを使い始めたきっ

かけは。

私も妻も両親が遠方に住んでおり、いざという

時に頼る人がいないなかで、当社のベビーシッ

ター利用補助制度を知り、活用しようと出産前

から妻と話していました。ベビーシッターに子

どもを預けるのが不安という方もいると思いま

すが、私たちは自立心を養う「フランス式育児」

という書籍を読み、その環境づくりのためにもベ

ビーシッターの利用は最適だという結論に至りま

した。（子どもを子ども扱いしすぎず、「一人の

人間」として対等な関係を築くために、一定の距

離感を大切にしていきたいという概念です）

―どのようなときに利用していますか。

主に妻と食事に出かけるときや妻の用事があると

きに利用しています。利用時間は目的によります

が、1回あたり2～5時間ほど。子どもがまだ小さ

いうちはレストランに連れていきづらかったりも

しますが、ベビーシッターを利用することでゆっ

くり落 ち着いて食事 ができます 。また、ベビー

シッターを利用することで妻に息抜きの時間がで

き、良い夫婦関係が築けていますね。

昨年は結婚式を挙げ、式場との打ち合わせもたく

さんあったので、1カ月で8回利用した月もあり

ました。区の一時保育も利用していますが、予約

が埋まっていて利用できないこともあるので会社

の補助制度を併用できとても助かっています。

―お願いするときに気をつけていることはあ

りますか。

ベビーシッターを利用したとしても、子どもの

生活リズムはいつもと同じように整えるように

しています。毎回申し送りの時間があるので、

ルーティンを変えないように、紙にお願いした

いことを時間帯と併せて記載してお渡ししてい

ます。あとは、部屋にカメラを設置しておくこ

とで、預けている側の心理的安全性は担保して

いました。

―会社の制度についてどう感じていますか。

経済的な負担から、会社からの補助がなければ

気軽には使えていなかったと思います。ベビー

シッターを利用することで、日常的な制限が減

ることは家庭にとってプラスしかありません。

区からも利用補助が出るのですが、区によって

内容は異なりますし、会社の補助は、最初に利

用登録をするだけで補助を差し引いた額が請求

されるので、利用報告が不要なのもありがたい

ですね。家庭を幸せにするために仕事をしてい

るのに、M&Aコンサルタントはハードな仕事で

家族にストレスをかけることが多々あります。

私は家族が応援したくなる働き方が必要だと考

えているので、ベビーシッターに限らず、当社

の制度をうまく活用しながら生産性を上げてい

きたいですね。

※2025年2月インタビュー
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結婚したらどのように会社に報告したらいい

ですか？

お祝い金として10万円（MAフォーラム非加入者は5万

円）が支給されます。

結婚した時に使える休暇はありますか？

入籍の日または結婚式の早い日から１年以内に5日間の特

別休暇（有給）の取得が可能です。（就業規則40条）

生理休暇はありますか？また、有給でしょう

か？

就業規則第32条、第41条の通り、生理休暇（無給）の取

得が可能です。

人事制度Personnel System その他人事制度とQ&A
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介護のため、休みたいときはどうすればいい

ですか？

59

上限93日間の介護休業(無給) 、または、介護休暇(2024

年度より年度5日間までは有給)の時間単位取得が可能で

す。詳細は人事部までお問い合わせください。

地域や民間のサービス、施設などを利用したり、夫婦で

協力しているという方もいます。

介護Personnel System その他人事制度とQ&A

NEW
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日本M&Aセンターグループは、社員の健康管理・増進を目的として、社員を被保険者とする健康保険組合「日本M&Aセンターグループ健

康保険組合」をM&A仲介会社として初めて設立しました。人事部のお二人に自社健保設立の経緯を聞きました。

日本M&Aセンターグループ健康保険組合設立！
“働きやすさ”も兼ね備えた会社へ

60

日本M&Aセンターグループ
健康保険組合設立の経緯

伊佐さん：自社の健康保険組合を設立は、かね

てから三宅社長が実現したいという思いを持っ

ておられ、この度2024年4月1日に設立をするこ

と が で き ま し た 。 グ ル ー プ 全 体 の 社 員 数 は

1,000名を超え 年々増加しており 、社員の平均

年齢が33.8歳と若く、医療費が低いため、自社

の健康保険組合を設立することにより会社や個

人の保険料負担を軽減できます。保険サービス

を充実させることで、ご家族も含めたサポート

が可能となります。

会社の福利厚生として自社健康保険組合がある

ことは、会社の成長の証でもあり企業価値の向

上につながるというお考えでした。

大木さん：実際、社員からの反応も良いですね。

グループ会社であるスピア(企業評価総合研究所

の子会社)からは、日本M&Aセンターグループ

の一員なんだと喜んでいただき、グループの一

体感醸成にもつながっていると感じます。

組合設立で独自の
保険サービスをスタート

大木さん：例えば日本M&Aセンターでは出産祝

い金として社員またはその配偶者が出産した際に

お祝い金とし て30万円を支給し ておりました。

今後は、日本M&Aセンターグループ健康保険組

合からも法律 で定める出産育児一時金 50万円の

他に10万円を追加し 支給されます。他にも当社

では、男性の育休取得推進を行っているほか、ベ

ビーシ ッター費用の 補助制度も 用意しており 、

2024年度からは子の看護休暇を有給としており

ます。子育て支援策を拡充させています。

伊佐さん：健康保険組合独自の保健事業として、

「3KMプラン」と名づけたポイント サービスを

展開しています。当初は、一般的なカフェテリア

プランだったのですが、経営陣より日本M&Aセ

ンターらしさを出そうという助言をいただきこの

名称に決定いたしました。「3KM」というのは、

「個人」「家庭」「会社」の3つの“K”について、

「意欲 (Motivation)」を高 めて「目標 (Mark)」

によ る「管理 (Management)」をし ていく こと

です。

伊佐 卓 人事部 労務課長（写真左）

大木 真理子 人事部 労務課（写真右)

Personnel System その他人事制度とQ&A

Copyright©2025 Nihon M&A Center Inc. All rights reserved.
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個人・家庭・仕事のバランスの取れた状態を目

指す ことを 推進 してい ますの で、「3KMプラ

ン」を３KMを充実させる手段として活用いた

だければと思っています。

大木さん：ポイントは、毎年度2万ポイント（2

万円相当）が付与されて、一定の期限までに早

期に健康診断を受診した社員にはインセンティ

ブポイントとして さらに2万ポイント、最大で

年間4万ポイントが付与 される仕組みになって

います。ポイントは商品やサービスと交換する

ことができます。

私が 気に なっ てい るの は、美容 アイ テム です

ね！自分で使うものでもいいですし、家族への

プレゼントにもいいなと思います！

伊佐さん：東京ディズニーリゾートでお得に遊

べるデジタル利用券や、Apple製品、旅行、

健康器具の購入などにもポイントを使えるので、

ECサイトのように使えるかなと思います。私は

iPadが気になりますね。

将来的には、健康増進に努めた社員にポイント

付与できるようなサービスも設計していければ

と考えていますし、いずれは社員からアイデア

を募集したいです。

M&A仲介の仕事は、ハードな働き方をする印象

を持たれる方も多くいらっしゃると思いますが、

だからこそ働きやすい環境を整えていくことが

重要だと考えています。体は何よりの資本です

ので、この健康保険組合の設立が、より健康意

識を 高く 持っ てい ただ くき っか けに なれば と

思っています。

大木 さん ：従来 より 産業 医の 先生 への 相談 も

行っていますが、設立を機に、「健康診断を早

く受 けよう 」「3KMプラ ンでい い健 康器具 を

買ったから頑張ろう」と思ってもらえたら嬉し

いです。また、「働きやすさ」も日本M&Aセン

ターに加わったという点では、会社としてのブ

ランディングにもつながると思いますので、設

立がゴールではなく、社会の変化やニーズに合

わせて、便利で効果的なサービスを提供できる

ようにしていきたいと考えています。

日本M&Aセンターグループは、今後もさまざま

な健康づくりに取り組んでいきます！

Personnel System その他人事制度とQ&A
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※2024年5月インタビュー
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Information
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D&I推進にかける想い、D&Iプロジェクト発足に至った経緯、そしてD&Iプロジェクトの取り組み内容について、トップマネジメントやプロジェク

トオーナーにインタビューしました。また、プロジェクトの取り組みである女性営業職の活躍支援や男性社員の育児休業取得推進、海外拠点ナショ

ナルスタッフとの連携について、社員の声もお聴きいただけます。
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https://www.youtube.com
/watch?v=wC5PKN1xVD0

「日本M&Aセンターグループの多彩な人を伝える」をコンセプトとしたWebメディア。

人にフォーカスしたインタビューやイベント報告、働く環境や社内イベントなどをお伝えします。

「D&Iコンセプトムービー」

2025年3月発行 制作：日本M&Aセンター 広報・PR部 上田 響、小西亜美

Webメディア「MA COLORS（エムエーカラーズ）」

https://colors.nihon-ma.co.jp/

Information
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